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本時のねらいと学習過程 
『複数事象の提示』をはじめとして， 

児童が主体的に問題解決を行うことと， 

自然や生活との関係を認識することとを重視した， 

学習過程や教師の働き掛けの例を掲載しました。 

単元の目標と流れ 
単元の目標や単位時間ごとのねらい， 

学習活動の流れを一覧表にまとめました。 

単元の系統図 
本単元とかかわりのある単元の学習内容を， 

つながりを明確にした系統図にまとめました。 

第６学年 

小学校６年「新しい理科６」（東京書籍）準拠 
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授業案の構成

【単元の系統図】

【単元の目標と流れ】

【本時のねらいと学習過程】

本単元の学習内容

本単元とかかわりのある単元の学習内容
（中学校の内容も含む）

学年，単元名，教科書のページ，時期，時数

単元の目標

ねらい
時数
段階
学習活動
工夫点

問題解決の七段階
問題解決の過程を効果的に配置

工夫点
各段階の教師の働き掛けで特に工夫した点

本時の学習過程
段階，学習活動

児童の意識，教師の働き掛け

学年，単元名，教科書のページ，時期
本時／単元の時数，本時のねらい

「問題を見いだす」
「予想や仮説をもつ」

「観察，実験の方法を考える」
「振り返り・広げる」

本研究で重視する四つの段階における
教師の働き掛け

あらかじめもっている児童の意識

予想される児童の意識

児童にもたせたい意識

教師の働き掛け

働き掛けの意図

指導上の留意点
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授業案の活用

本研究における問題解決の過程

問題を見いだす

予想や仮説をもつ

観察，実験の方法を考える

観察，実験を行う

結果を整理する

考察し，結論を得る

振り返り，広げる

授業案の活用例

１ 単元の系統を把握する
単元の学習を考える前に，これまでの生活体験や学習経験が，単元の学習にどのようにつながり，

今後の学習にどのようにつながっていくかを把握する。

そのために，【単元の系統】を参考にする。

児童の意識の流れや教師の働き掛けが考えやすくなる。

２ 単元全体の流れを考える
単元の目標や単元全体の学習の流れを考え，単位時間ごとのねらいや大まかな学習活動を考えて，

問題解決の過程をどのように構成するかを吟味する。

そのために，【単元の目標と流れ】を参考にする。

単元全体や授業の流れが考えやすくなる。

３ 本時の学習過程を考える
本時のねらいを達成するために，児童にもたせたい意識を設定し，あらかじめもっている児童の意

識を，児童にもたせたい意識に変容させるための教師の働き掛けを具体的に考える。その際，児童が
主体的に問題解決を行うことや，理科で学んだことと自然や生活との関係を認識することを重視して
授業を構想する。

そのために，【本時のねらいと学習過程】を参考にする。

実感を伴った理解を図る理科授業につながる。
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問題解決の過程における 

「児童にもたせたい意識」「教師の働き掛けと意図」 

 
■ 児童にもたせたい意識 ◎ 教師の働き掛け   ○ 働き掛けの意図 

段階 問題を見いだす 

全学年 

■ なぜだろう。おかしいな。 

■ どうして……になるのだろう。 

■ 調べてみたい。 

■ 同じところは……だろう。 

■ 違うところは……だろう。 

■ ……は……が原因なのだろうか。 

◎ 違いが明確な複数事象を提示する。 

○ 疑問をもたせる。 

○ 学習意欲をもたせる。 

○ 共通点と差異点を整理させる。 

○ 問題を見いだす視点をもたせる。 

○ 違うところは何が関係しているのかを考えさせる。 

（４年生以上） 

◎ 児童の意見を整理し，問題を見いださせる。 

○ 視点を明確にするとともに，見いだした問題を確実に把握させる。 

 

４年生以上 
■ ……と……の違いは……と関係しているのだろうか。 

段階 予想や仮説をもつ 

３～５年生 
■ ……(根拠)なので，……だと思う。 

【根拠をもった予想や仮説】 

◎ 問題に関係する，これまでの生活体験や学習経験，提示した複数事象

などを振り返らせるような発問をする。 

○ 学習の見通しをもたせる。 

○ 事象を引き起こす要因を考えさせる。 

○ これまでの生活体験や学習経験，提示した複数事象を根拠とした予

想や仮説をもたせる。 

 

６年生 
■ ……(根拠)なので，……だと思う。 

■ もし……ならば，……だろう。 

【要因や規則性，関係を推論して得た仮説】 

段階 観察，実験の方法を考える 

全学年 
■ ……を調べるために，……を使って……と……を比較す

ればよい。 

◎ 問題について調べるポイントを事前に確認し，児童と話し合いなが

ら，児童が自ら考えるように促す。 

○ 観察，実験の必要感をもたせる。 

○ 問題解決に意欲的に取り組ませる。 

○ 問題について調べるための，観察，実験の方法を児童自ら考えさせ

る。 

○ 教師が中心となり，制御する条件について確認させる。(３・４年) 

○  制御する条件について，児童自ら考えさせる。(５・６年) 

４年生以上 
■ ……を調べるために，……を使えば……と……の関係を

見いだすことができる。 

５年生以上 
■ ……を調べるために，……を使って……の条件を制御し

ながら観察，実験を行えばよい。 

６年生 
■ ……を調べるために，……を使って……を推論しながら

観察，実験を行えばよい。 

段階 観察，実験を行う 

全学年 

■ ……なので……となるだろう。 

■ ……の違いに注目して観察，実験を行おう。 

■ ……は確実に記録しよう。 

◎ 観察，実験の結果を予想する場面を設定する。 

○ 観察，実験の結果を予想させ，問題に正対させる。 

◎ 観察，実験の注意点や視点，記録の方法等を再確認する。 

○ 安全に留意し，問題について調べるための視点を明確にして，観察，

実験に取り組ませる。 

○ 結果を適切に記録させる。 

４年生以上 ■ ……の変化に注目して観察，実験を行おう。 

５年生以上 ■ ……に注目し，条件を制御して観察，実験を行おう。 

６年生 ■ ……に注目し，推論しながら観察，実験を行おう。 

段階 結果を整理する 

全学年 ■ ……を見やすくするために, 表や棒グラフに表そう。 ◎ 記録の整理の仕方を確認するように促す。 

○ 結果を分かりやすく明確に表すために，表やグラフなどにしてまと

めさせる。 
４年生以上 

■ ……の変化を見やすくするために, 表や棒グラフ，折れ線

グラフに表そう。 

段階 考察し，結論を得る 

全学年 

■ ……は……と同じで，……とは違う。 

■ 予想どおりなので，……と言える。 

■ 予想と違ったので，……なのではないか。 

■ 他の班と同じ結果なので，やはり……と言える。 

◎ 結果から分かったことをノートにまとめ，グループで話し合い，発表

するように促す。 

○ 予想や仮説と観察，実験の結果を比較し，予想どおりなら，それら

がそのまま結論になり，異なっていたら，どこに間違いがあったのか

を考え，結論を見いださせる。 

○ クラス全体で結論を共有し，自ら出した結論を確かなものにさせる。 

４年生以上 ■ ……（の変化）は……と関係がある。 

５年生以上 ■ ……という条件では，……は……である。 

６年生 
■ ……は……だったことから，……では……であると言え

る。 

段階 振り返り，広げる 

 

 

全学年 

■ ……は自然の中でも成り立っている。 

■ ……は生活の中でも役立てられている。 

■ ……の場合はどうなるのだろう。 

■ ……は……で活用されている。 

■ 実際にものづくりで確認しよう。 

◎ 結論と自然や生活との関係について，考えさせるような働き掛けをす

る。 

○ 学習したことの有用性を実感させる。 

○ 知識を定着させ，理解を深めさせる。 
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《単元名》

第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P44～55 ６月中旬～６月下旬 ８時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

植物に日光を当てると
よく育ち，肥料を与える
とよく育つ。

動物は呼吸によって，空気
中の酸素の一部を取り入れ，
二酸化炭素をはき出している。
はき出した空気には水(水蒸
気)が多く含まれている。

種子が発芽するとき，
種子の中のでんぷんが養
分として使われる。

動物が食べた物(でんぷん
など)は，消化管を通る間に
消化され，吸収される。吸
収されなかったものは体外
に出される。

血液は，心臓から送り出
され，血管を通って全身に
運ばれており，酸素や二酸
化炭素，養分などを運ぶ働
きをしている。

「植物の葉に日光が当た
ると，でんぷんができ
るのだろうか」
植物の葉に日光が当た

るとでんぷんができる。

「根からとり入れられた水は，
植物のからだのどこを通って，
全体に運ばれるのだろうか」
植物の根，茎，葉には水の決

まった通り道がある。

「葉まで運ばれた水は，その
後どうなるのだろうか」
根から茎を通ってきた水は，

主に葉にある穴から水蒸気に
なって出ていく。(蒸散)

植物は日光に当たると，二酸化
炭素をとり入れて酸素を出し，他
の生き物と空気を通してかかわり
合って生きている。

すべての生き物は，
水をとり入れないと，
生きていくことがで
きない。

植物は，日光に当たるとでんぷんをつく
り，それを使って成長するが，動物は，自
分で養分をつくることができないので，他
の生き物を食べて，養分をとり入れる。

○ 花のつくりとはたらき
・ 花のつくりと働き

○ 葉・茎・根のつくりとはたらき
・ 葉，茎，根のつくりと働き

○ 植物の分類
・ 種子植物の仲間
・ 種子をつくらない植物の仲間

６学年「動物のからだのはたらき」

【３学年「植物を育てよう」】 【３学年「こん虫を育てよう」】【３学年「春のしぜんにとびだそう」】

【４学年「あたたかさと生き物」】 【４学年「動物のからだのつくりと運動」】

５学年「植物の発芽と成長」 ５学年「魚のたんじょう」

５学年「人のたんじょう」

５学年「花から実へ」

６学年「生き物のくらしと環境」

【中１学年「植物の世界】

【中２学年「動物の生活と生物の変遷】

【中３学年「生命の連続性」】 【中３学年「科学技術と人間」】

６学年「植物のからだのはたらき」（本単元）

【中３学年「自然と人間」】

「３ 植物のからだのはたらき」

【単元の系統図】
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《単元の目標》

植物にとって日光はどんな働きをしているか，植物体内での水の行方はどのようになっているかに興味
をもち，調べることで，葉に日光が当たるとでんぷんができることや，根から吸い上げた水は決まった場
所を通って全身に運ばれ，水蒸気として排出されることをとらえることができるようにする。

《単元の流れ》 ８時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 植物は日光とどのようにかかわっているか ４時間

・ 植物にとって １ 問題を見いだす ・ 日光に当てた植物と当てない植物を 複数事象の提示
日光はどんな働 比較する。 工夫点１
きをしているか 予想や仮説をもつ ・ 植物の葉に日光が当たると，でんぷ
を考え，調べる んができるかどうかを考える。
方法を考える。 観察，実験の方法を考える ・ 日光に当てた葉と当てない葉を比較 ポイントを明確

する実験を考える。 にして話し合う
観察，実験を行う ・ 葉にアルミホイルで覆いをする。 工夫点２

・ 葉に日光が当 １ 観察，実験の方法を考える ・ 葉を脱色する必要に気付く。 実験方法の演示
たるとでんぷん 観察，実験を行う ・ 実験を行う。 工夫点３
ができるかどう 結果を整理する ・ ノートにまとめグループで確認する。
かを調べ，結果 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめる。
を記録し，考察
する。

・ 葉に日光が当 １ 考察し，結論を得る ・ グループで話し合い，発表する。
たるとでんぷん 振り返り，広げる ・ 葉に日光が当たるとでんぷんができ
ができることを ることが分かる身近な例を考える。
理解し，日常生 ・ 「ジャガイモ以外の植物もでんぷん 授業以外の観察
活との関連を考 ができるのか」という疑問をもつ。 工夫点４
える。

・ 他の植物の葉 １ 振り返り，広げる ・ 自分で選んだ植物の葉のでんぷんを
も日光が当たる 確認する実験を行い，植物全般で成り
とでんぷんがで 立つことを実感する。
きることを確か
め，理解を深め
る。

２ 水は植物のどこを通るのか ４時間

・ 植物が体内に １ 問題を見いだす ・ 水を与えずしおれた植物と，元気な 複数事象の提示
取り入れた水が 植物を比較する。 工夫点５
どこを通り，ど 予想や仮説をもつ ・ 水は，植物のからだのどこを通って
こを通って全体 全体に運ばれるのかについて考える。 ポイントを明確
に運ばれるのか 観察，実験の方法を考える ・ 色を付けた水を吸い上げさせる実験 にして話し合う
を考え，調べる を考える。 工夫点６
方法を考える。

・ 根や茎，葉に １ 観察，実験を行う ・ 実験を行う。(前日からやっておく)
は水の通る決ま 結果を整理する ・ ノートにまとめグループで確認する。
った通り道があ 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめ，グル
ることを理解す ープで話し合い，発表する。
る。

・ 葉から水蒸気 １ 振り返り，広げる ・ 葉まで運ばれた水は，その後どうな
が出ているかど るかを考える。
うかを考え，調 ・ 葉がついた植物と，葉をとった植物
べる方法を考え に透明な袋をかぶせる実験を考える。
る。 ・ 実験の準備を行う。

・ 葉から水蒸気 １ 振り返り，広げる ・ 実験を行う。(前日からやっておく)
が出ていること ・ ノートにまとめ，全体で確認する。
(蒸散)を理解 ・ 蒸散についての説明を聞き，理解す
し，水の通り道 る。
についてまとめ ・ 気孔を顕微鏡で観察し，蒸散につい 授業以外の観察
て，理解を深め て理解を深める。 工夫点７
る。 ・ 単元の学習を振り返る。

６年「３ 植物のからだのはたらき」

【単元の目標と流れ】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P44～46 ６月中旬～６月下旬 本時１／８

《本時のねらい》

植物にとって日光はどんな働きをしているかを考え，調べる方法を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 日光に当てて育てた植物と当てないで育てた植物の鉢植えを準備し，実物を見せて比
較させる。

〈事象Ａ〉 〈事象Ｂ〉 ・ 「新しい理科５」P25～26の
実験の写真やイラストを提示す
る。

・ ２つのことから，日光と成長，でんぷんと成長の関係に気付かせ，日光とでんぷんに関係が
あることを想起させる。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

・ これまでの学習経験や提示した複数事象などを根拠に考えさせ，植物の葉に日光が当たると，
葉にでんぷんができるのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認し，見
通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● １週間日光に
当てて育てた植
物と当てないで
育てた植物を比
較し，共通点と
差異点を見いだ
す。

○ 植物の成長には，日光や肥料が
必要だということを思い出させる。

□ ５年生の学習を確認し，「Ｂは
日光，肥料のどちらか(もしくは
両方)を与えなかったのではない
か」と考えさせる。

▼ Ｂは日光に当てなかったからあま ○ 植物の成長には日光が必要であ
り成長していないんだ。 ることを思い出させる。

● 植物の発芽に
は，でんぷんが
必要であること
を思い出す。

▼ 発芽前はでんぷんがあったが，発
芽後少なくなった。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 発芽にでんぷんが使われる。
▲ ヨウ素液はでんぷんがあると，青
紫色に変化する。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 日光や肥料があると植物はよく育
つ。

◎ 工夫点１(事象Ａ，Ｂを見せて)
同じ植物を１週間違う育て方を
したものです。ＡとＢを比べて，
何が同じで何が違いますか。気
付いたことをノートに書きまし
ょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

Ａ Ｂ

同じ ・ 同じ種類の植物

ところ ・ 同じような鉢に植えてある

色 濃い緑色 黄緑色
違う 葉の数 ９枚(多い) ７枚(少ない)

ところ 大きさ 大きい 小さい
成長 よく育っている あまり育っていない

■ Ｂは日光に当てなかったか，肥料
を入れなかったかのどちらかだろう。 ◎ Ａは１週間日光に当てたもの，

Ｂは当てないで育てたものです。

◎ (「新しい理科５」P25～26の
実験の写真やイラストを見せて)
この実験から分かることは何で
すか。

具体的な体験 主体的な問題解決

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程１／８】
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▼ 発芽にでんぷんが使われるのであ
れば，成長にもでんぷんが使われる
のではないか。 ○ 植物の発芽にはでんぷんが使わ

▼ 日光が当たると成長することから れることを思い出させる。
日光とでんぷんに関係があるのでは ○ 発芽とでんぷん，日光と成長の
ないか。 関係を結び付けて考えさせる。

▼ 日光がよく当たるのは葉だ。 ○ 児童の考えを整理させる。
▼ 調べてみたい。

問題 植物の葉に日光が当たると，でんぷんができるのだろうか。

予想や仮説をもつ ◎ 発芽にでんぷんが必要で，成長に
● 仮説をノート は日光が必要だったので…
に記入する。

○ 根拠のある仮説を立てさせる。

観察，実験の
方法を考える
● 植物の葉に日
光が当たると，
葉にでんぷんが ○ 実験の方法を考えさせることで
できるかどうか 実験の必要感をもたせ，意欲的に
を調べる方法を 取り組ませる。
考える。

▼ 日光を当てないとでんぷんはなく
なるだろう。

▼ 日光を当てた方は青紫色になり，
当てない方は変色しないだろう。

○ 大切な点を押さえた話し合いに
なるよう，教師がポイントを把握
し，実験方法を考えさせる。

□ 同じ株の葉をアルミホイルで覆
うと条件が揃うことを助言する。

▼ 間違えないようにしよう。

観察，実験を行う
● 実験結果の予
想をノートに記
入する。 ○ 予想とその根拠を考えさせる。

● 実験に使うジ ▼ 実験に使う株を選び，箱などを使
ャガイモの株に って覆いをしておこう。
覆いをする。 ▼ 次の授業の朝に覆いをとり，半分

の葉にアルミニウム箔で覆いをしよ □ ジャガイモの株を２株選び，覆
う。 いをするよう指示する。

■ 発芽にでんぷんが使われたんだ。

■ 植物の葉に日光が当たると，でん
ぷんができるだろう。

■ 葉に日光が当たるとでんぷんが作
られると思うので，日光に当てた葉
をヨウ素液に浸すと青紫色に変色し，
当てない葉は変色しないだろう。

１ 葉に日光を当てるとでんぷんがで
きるかどうかを調べる。

◎ ２つのことから，日光が当た
ると植物がよく育つ理由を考え
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 植物の葉に日光を当てると，
でんぷんができるかどうかの仮
説を立て，理由も考えてノート
に書きましょう。主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２（話合いのポイント）
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件は何です
か。

⑤ どのように記録しますか。
⑥ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

◎ 実験結果の予想をノートに記
入しましょう。 主体的な問題解決

◎ 次の時間に実験を行いましょ
う。

■ 植物に日光が当たると，でんぷん
ができるのではないか。

２ ジャガイモの株を準備し，実験の
前日から覆いをしておく。

２ 覆いをとって日光に当てる。半分
の葉にはアルミニウム箔で覆いをす
る。

２ しばらく日光に当てた後，葉をと
って，ヨウ素液に浸す。

３ ヨウ素液に葉を浸して，色が変化
するかどうかを見る。

４ 葉に日光を当てるか当てないか以
外の条件は同じにする。(株や葉の大
きさ，植えてある土の状態，前日か
ら覆いをすることなど)

６ 日光を当てる葉と当てない葉を区
別するために，切り込みを入れる。

５ 分かりやすく表にして記録する。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程１／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P46～49 ６月中旬～６月下旬 本時２／８

《本時のねらい》

葉に日光が当たるとでんぷんができるかどうかを調べ，結果を記録し，考察する。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点３ 脱色していない葉をヨウ素液に浸して，色の変化が分かりにくいことを演示した後，
脱色した葉を準備し，葉を脱色する必要があることに気付かせる。

→ポイント集2011 P131～133

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 ジャガイモの葉に日光が当たると，でんぷんができるのだろうか。

観察，実験の
方法を考える
● 実験方法を確
認する。 ▼ 緑色だと分かりにくいんだ。

▼ 葉を脱色するには，あたためたア
ルコールが必要なんだ。

▼ 自分のグループの実験でも，この ○ 葉を脱色する必要性を認識させ
方法でやろう。 意欲的に取り組ませる。

観察，実験を行う ▼ エタノールは熱くなっているの
● 葉にでんぷん で，体に付けたりしないように気を
があるかどうか 付けよう。
を調べる実験を
行う。

○ 実験の視点を明確にさせる。
□ 実験の手順を演示し，エタノー
ルの扱い方に注意するよう指示す
る。→ポイント集2011 P131～133

結果を整理する ▼ 日光に当てた葉をヨウ素液に浸す
● 実験結果をノ と青紫色になり，当てない葉は黄色
ートにまとめ， いままだった。
グループで確認 ▼ やっぱり，日光に当てるとでんぷ
し合う。 んができるんだ。

○ 結果を分かりやすく明確にさせ
る。

□ 実験の結果を正確にノートに記
録し，グループ内で確認し合うよ
うに指示する。

考察し， ▼ 日光に当てたものにでんぷんがあ
結論を得る り，当てないものにはでんぷんがな
● 結果から分か かったので，日光を当てるとでんぷ
ったことを自分 んができる。
で考え，ノート
に記入する。 ○ 仮説と比較して考えさせ，結論

を導き出させる。

▲ 葉を直接ヨウ素液に浸せば，色の
変化が分かる。

■ 日光に当てた葉と当てない葉を間
違えないようにしよう。

■ ヨウ素液の色の変化に注目して，
確実にノートに記録しよう。

ヨウ素液 でんぷん

日光有 青紫色 あり

日光無 黄色(変化なし) なし

■ 分かりやすく表にしてまとめよう。

■ 葉を脱色した方が見やすいんだ。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点３(演示して)葉を直接
ヨウ素液に浸しても反応はあま
りよく分かりません。アルコー
ルで色を抜くとヨウ素液の反応
が見やすくなります。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 日光に当てた葉と当てていな
い葉を脱色し，両方をヨウ素液
に浸して変化をノートに記録し
ましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 実験結果を表にしてノートに
まとめ，グループで確認し合い
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間に各グループで話し
合い，発表してもらいます。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程２／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P46～49 ６月中旬～６月下旬 本時３／８

《本時のねらい》

葉に日光が当たるとでんぷんができることを理解し，日常生活との関連を考える。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 身近なところで葉に日光が当たるとでんぷんができることが分かる例を考えさせる。
・ 他の植物の葉でもでんぷんができることを確認する実験に進んで取り組ませるために，児童
から「ジャガイモ以外の植物はどうなのか」という疑問を出させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことをグル
ープで話し合
い，グループご ○ クラス全体で結論を共有させる
とに発表する。 ことで，自ら出した結論を確かな

ものにさせる。
□ 自分やグループの考えと比較し

▼ よく分かった。 て確認させるために，グループご
▼ 私たちと同じ考えだ。 とに発表するように指示する。

振り返り，広げる

● 葉に日光が当
たるとでんぷん
ができることを
実感できる例を
考える。

▼ 日なたと日陰では植物の育ち方が ○ 学習で得た結論が，実際の自然
違う。 の中でも成り立っていることに気

付かせる。

● 新たな疑問を ▼ 日光に当てると，なぜでんぷんが
もつ。 できるのだろう。

▼ でんぷんを作るのに，日光と葉以
外に必要なものはなんだろう。

▼ 葉でできたでんぷんは，その後ど ○ 他の植物でもでんぷんが作られ
うなるのだろう。 ていることを確かめる実験につな

げさせる。
□ 児童から「ジャガイモ以外の…」
という考えが出るように机間指導

▼ ○○で実験してみたい。 などで助言する。

○ 次時の学習を予告し，考えをも
たせる。

■ 日光に当てた葉だけにでんぷんが
あったので，ジャガイモの葉に日光
が当たるとでんぷんができると言え
る。

■ ジャガイモ以外の植物の葉にも，
でんぷんはできるのだろうか。

■ 自然の中でも日当たりの良いとこ
ろでは植物が大きく育っている。

■ ジャガイモのいもやインゲンマメ
の種子のでんぷんは，葉で作られた
ものではないか。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前の時間に考えた「分かった
こと」をグループで話し合い，
まとめ，発表しましょう。

主体的な問題解決

◎ 身近なところで葉に日光が当
たるとでんぷんができることが
分かる例を挙げてみましょう。

自然や生活との関係

◎ 今回の実験で感じたことや疑
問に思ったこと，調べてみたい
ことをノートにまとめましょう。

◎ 次の時間は，自分で選んだ植
物の葉で，でんぷんができてい
るかどうかを確かめる実験をし
ましょう。 自然や生活との関係

▲ 日光に当てたものにでんぷんがあ
り，当てないものにはでんぷんがな
かった。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程３／８】



６年 ３ - 7 -

第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P46～49 ６月中旬～６月下旬 本時４／８

《本時のねらい》

他の植物の葉も日光が当たるとでんぷんができることを確かめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 自分で選んだ植物の葉でもでんぷんができることを確認する実験を行わせ，植物全般で成り
立つこと実感させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
● 前時の学習と
新たな疑問点を
確認する。

□ 事前に調べたい植物の葉をもっ
てくるよう指示しておく。

□ 他の植物でも，葉にでんぷんが
るかどうかを確認するだけでも良

▼ 自分が調べたい植物の葉を選び， いが，日陰にあったものや，光を
もってくる。 遮っておいたものと比較させると

▼ 日陰にあったものと比較してみよ より効果的な学習になる。
う。

▼ 前の日から箱をかぶせておいたも
のと比較してみよう。

● 自分が選んだ ▼ エタノールは熱くなっているの
葉にでんぷんが で，体に付けたりしないように気を
あるかどうかを 付けよう。
調べる実験を行
う。

□ 単子葉類は糖ができ，ヨウ素液
の反応が起こらない可能性がある。
他の植物を準備し，適宜与える。

→ポイント集2011 P131～133

● 実験結果をノ ▼ ヘチマやインゲンマメの葉もヨウ
ートにまとめ， 素液に浸すと青紫色になった。
グループで確認 ▼ 雑草でも青紫色になった。
し合う。 ▼ 色の変化があまりでないのは，日

光に当たっていなかったからだ。 □ グループ内で確認し合うように
▼ 箱をかぶせておいた方は，色の変 指示する。
化がなかった。

● 結果から分か
ったことをグル
ープごとに発表
する。

▼ 納得できた。 ○ 光合成についての理解を深めさ
せる。

■ 前回と同じ実験なので，手順を間
違えないようにしよう。

■ ヨウ素液の色の変化に注目して，
確実にノートに記録しよう。

■ やっぱりジャガイモ以外の植物も，
葉に日光が当たるとでんぷんができ
るんだ。

■ ４年生で育てたヘチマで調べてみ
よう。

■ ５年生で育てたインゲンマメで調
べてみよう。

■ 雑草で調べてみよう。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の時間に出た「ジャガイ
モ以外の植物の葉にも，でんぷ
んができるのだろうか」という
疑問を解決しましょう。

自然や生活との関係

◎ 葉を脱色し，ヨウ素液に浸し
て変化をノートに記録しましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

自然や生活との関係

◎ 結果から分かったことをグル
ープごとに発表し，確認し合い
ましょう。 自然や生活との関係

▲ ジャガイモの以外の植物の葉には
日光に当たるとでんぷんができるの
だろうか。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程４／８】
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ホウセンカを育てていない場合や育てていても数が不足する場合などは，白っぽい野菜などの

植物を使うと，着色した水の通り道がより見やすくなる。ここでは身近な「セロリ」を使った観

察法を紹介する。

(1) セロリに着色した水を吸わせる

① セロリはスーパーなどで比較的安価に手に入れる

ことができる。

②食紅または水性インクを水に溶かし，ろ紙でこして

から使う。

※ 食紅を用いるのが一般的だが，最近は市販の花を

染める薬が出回っていて，花びらの先端まで隅々ま

で色がいきわたって見やすい。絵の具を用いると，

吸い上げがうまくいかないことがあるので注意。

③ 切ったペットボトルを二つ合わせて，そこに差し

込むようにすると安定する。

(2) 「赤」と「青」の着色のそれぞれの長所

赤…葉の先まで色水が行き渡るのが分かりやすい。

青… 茎をうすく切ると，肉眼または虫めがねやルー

ペなどでもはっきり見やすい。

こんなやり方もありますよ！

みやぎ理科指導ポイント集２０１１では，６年「植物のからだのはたらき」

の単元で活用できる実験器具の例や，観察の例を紹介しています。

今回の授業案には載せていないものを紹介します。

ペットボトル

を切ったもの

セロリ

赤青

青赤

赤

青

茎をうすく輪切りにしたものは，

シリンダールーペで観察すると見

やすい。

セロリを使った水の通り道の観察方法
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P50 ６月中旬～６月下旬 本時５／８

《本時のねらい》

植物が体内に取り入れた水は，どこを通って全体に運ばれるのかを考え，調べる方法を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点５ しばらく水を与えないでしおれた植物と，水を与えて元に戻った植物の鉢植えを準備
し，実物を見せて比較させる。

〈事象Ａ〉水を与えないでしおれた植物 〈事象Ｂ〉水を与えて元に戻った植物 ・ Ａ，Ｂを比較
した後，しおれ
ていたＢの土に
水を与えて(土
以外に水をかけ
ない)，徐々に
元に戻る映像や
写真を提示する
ことで，根から
水を吸収して全
身に運ばれたこ
とを想起させ
る。

土が乾い 土が湿っている
ている

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

・ これまでの生活体験や提示した複数事象などを根拠に考えさせ，植物の茎や葉の中には，水
の通り道があるのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点６ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認し，見
通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● しばらく水を
与えないでしお
れた植物と，水
を与えて元に戻
った植物比較
し，共通点と差
異点を見いだ
す。 ○ しおれた植物と元に戻った植物

を比較させて，水を与えたことで
元に戻ったことを推論させる。

□ 鉢の土が，Ａは乾いており，Ｂ
は湿っていることに気付くように
提示する。

● しおれた植物 ▼ なぜ，Ａはしおれているのだろう。
に水を与えると ▼ 何をして，Ｂのように元に戻った
元に戻る理由を のだろう。
考える。

○ Ｂの土に水を与えたことを知ら
せる。

□ しおれた植物を２鉢用意し，片
▼ やっぱり水をかけたんだ。 方の鉢の根元だけに水を与えてい

る映像や写真を準備すると良い。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 植物の発芽には，水，空気，適当
な温度が必要である。

◎ 工夫点５(事象Ａ，Ｂを見せて)
Ａの植物に，あることをしたら
Ｂのようになりました。ＡとＢ
を比べて，何が同じで何が違い
ますか。気付いたことをノート
に書きましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

Ａ Ｂ

同じ ・ 同じ種類の植物
ところ ・ 同じような鉢に植えてある

鉢の土 かわいている しめっている

違う 葉 垂れ下がっている ぴんとはっている

ところ くき 曲がっている まっすぐになっている

色 つやがない つやがある

■ Ａの土は乾いていて，Ｂの土は湿
っているので，水をかけたのだろう。

◎ (水をかけたときの映像や写真
を見せて)Ｂの土には水を与えて
いました。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程５／８】
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▼ なぜ，土に水を与えると，葉や茎
が元気になるのだろう。

▼ 葉や茎に水が運ばれたのだろう。
▼ 根から水を吸収しているだろう。
▼ 根から吸収した水は，茎の中を通
らなければ葉まではいかない。

▼ 葉の中を通らなければ，葉の先ま ○ 植物の根元に水を与えると，茎
ではいかない。 や葉の先の方まで水が行き届くこ

とに気付かせる。
□ 茎や葉の中を水が通ること想起
させるために，鉢の土だけに水を
与え，葉や茎にかけない。

▼ 調べてみたい。

問題 根からとり入れられた水は，植物のからだのどこを通って，全体に運ばれるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 葉の先まで水が行き渡ったから，
● 仮説をノート しおれた葉が元に戻ったのだとする
に記入する。 と…

○ 根拠のある仮説を立てさせる。
▼ 茎の中全体を通っているのではな □ 植物を観察した経験から考えた
いか。 ことを，根拠として挙げさせたい。

観察，実験の
方法を考える
● 水は，植物の
どこを通って全
体に運ばれてい ○ 実験の方法を考えさせることで
るかを調べる方 実験の必要感をもたせ，意欲的に
法を考える。 取り組ませる。

▼ どのようにして水に色をつけるか

▼ 葉や茎を切った断面の予想図を描
こう。 ○ 大切な点を押さえた話合いにな

るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ 水に色を付ける場合，絵の具や
マジックインキは植物に害があ
り，吸い上げがうまくいかないこ

▼ 水を吸い上げるのに時間がかかる とがある。花を染める薬品が市販
ので，前の日から準備しておこう。 されているのでそれを使うと良

い。

観察，実験を行う ※ 児童の予想図の例
● 実験結果の予
想をノートに記
入する。

○ 予想とその根拠を考えさせる。

○ 次時の学習の予告をし，準備や
自分の考えをもつことの必要性を
意識させる。

□ 予想は，次時の実験が始まる前
▼ 茎を切ったときに，真ん中に穴が に行っても良い。
開いていたので… □ 次時の前日から染色液を吸わせ

ておく。

■ 植物の根や茎，葉の中には，水の
通り道があるだろう。

１ 水が，植物のからだのどこを通っ
ているのかを調べる。

◎ 水は，植物のからだのどこを
通って全体に運ばれるのかにつ
いて仮説を立て，理由も考えて
ノートに書きましょう。

主体的な問題解決

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点６(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

◎ 植物の茎の中は，どのように
染まるでしょうか。予想図をノ
ートに描きましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間に実験を行いましょ
う。

２ 植物を根から掘り出して，色の付
いた水を根から吸わせる。

２ 根や茎，葉を切って，ルーペや顕
微鏡で観察する。

３ 根や茎，葉の中が，色の付いた水
で染まっているかどうかを見る。

４ 観察した根や茎，葉の断面のスケ
ッチをする。

５ 植物の根を傷つけないようにする。
５ カッターを使うので，指などを切
らないように注意する。

◎ 土に水を与えると植物が元に
戻るのはどうしてでしょうか。
自分の考えをノートに書きまし
ょう。 主体的な問題解決

■ 水は植物のからだのどこを通って
全体に運ばれるのだろうか。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程５／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P51～53 ６月中旬～６月下旬 本時６／８

《本時のねらい》

根や茎，葉には水の通る決まった通り道があることを理解する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 根からとり入れられた水は，植物のからだのどこを通って，全体に運ばれるのだろうか。

観察，実験を行う

● 水は，植物の

どこを通って全

体に運ばれてい

るかを調べる実 ○ 実験の視点を明確にさせる。

験を行う。 ▼ ルーペを使って詳しく観察しよう。 □ 根や茎はうすく輪切りにして，

下から光を当てて観察すると見や

すい。(解剖顕微鏡など)

結果を整理する

● 実験結果をノ

ートにまとめ，

グループで確認 ○ 結果を分かりやすく明確にさせ

し合う。 ▼ 根や茎の中に色の付いたところが る。

あって，点が散らばっているように □ 実験の結果をグループ内で確認

見える。 し合うように指示する。

▼ 葉の筋のところに色が付いてい

る。全部ではなく，筋の中半分ぐら

い。

考察し，

結論を得る

● 結果から分か

ったことをノー

トに記入し，ク ○ 仮説と比較して考えさせ，結論

ラス全体でまと を導き出させる。

める。 ▼ 動物の血管を同じように，管にな □ 児童の意見をまとめて板書し，

っているのではないか。 ノートに記入するよううながす。

■ カッターで手を切らないように気
を付けよう。

■ 根や茎や葉を切って，色が付いて
いるところを観察し，確実にノート
にスケッチしよう。

■ 根や茎の中は，全体ではなく一部
分だけが染まった。

■ 葉の筋の中は，半分ぐらいが染ま
った。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 色の付いた水を吸わせた植物
の，根や茎，葉を切って観察し，
水の通り道をノートに記録しま
しょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入し，発表し合いましょう。

主体的な問題解決■ 根や茎，葉の中には，水の通る決
まった通り道があり，その道を通っ
て全体に運ばれると言える。

▲ 色が付いたところが，根から取り
入れられた水が通ったところになる。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程６／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P51～53 ６月中旬～６月下旬 本時７／８

《本時のねらい》

葉から水蒸気が出ているかどうかを考え，調べる方法を考える。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 「根から吸収した水が葉まで運ばれた後，その水はどうなるでしょう。」と発問し，葉から
水蒸気になって出て行ったのではないかと考えさせる。

・ 葉から水蒸気が出ているかどうかを調べる実験方法を考えさせ。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
(問題を見いだす)
(予想や仮説をもつ)
● 葉まで運ばれ ▼ 植物が成長するのに使われるので
た水が，その後 はないか。
どうなるかを考 ▼ 動物と同じように，外に出す仕組
える。 みがあるのではないか。 ○ 問題解決で得た結論や，これま

での学習経験から，水のゆくえを
推論させる。

□ 動物は，いらなくなったものを
▼ 根まで戻り，根から出しているの 尿にして外に出していたこと思い
ではないか。 出させるために，動物の学習を振

り返るよううながす。

(観察，実験の方法を考える) ▼ 葉から出てきている水蒸気が外に
● 葉から水蒸気 出て行かないようにすればよい。
が出ているかど
うかを確かめる
実験方法を考え
る。

○ 葉から水蒸気にして外に出して
▼ 袋の中に水がたまっていれば，植 いるかどうかを確かめる方法を考
物が水蒸気を出したと言える。 えさせる。

▼ 葉の付いている方にだけ水がたま □ 児童からは出にくいと思われる
っていれば，葉から水蒸気が出たと ので，ある程度意見を出させたら，
言える。 教科書P51の方法を教師が示して

もよい。

(観察，実験を行う) ▼ 同じぐらいの大きさの植物を選ん
● 葉から水蒸気 で袋をかぶせよう。
が出ているかど ▼ どちらにも根元に水をかけておこ
うかを確かめる う。
実験を行う。

○ 次時の学習の予告をし，準備や
自分の考えをもつことの必要性を
意識させる。

□ 次時までの間に，葉をとった植
物と葉の付いた植物を準備し，ポ
リエチレンの袋をかぶせさせる。

□ どちらの植物にも，根元の土に
水を与えておく。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 植物に透明な袋をかぶせて，中に
水がたまるかどうか調べる。

■ 葉をとった植物と比べれば，葉か
ら水蒸気が出ているかどうかを確か
められる。

■ 葉まで運ばれた水は，葉から水蒸
気にして出しているのではないか。

◎ 根から吸収した水が葉まで運
ばれた後，その水はどうなるで
しょう。自分の考えをノートに
記入しましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 葉から水蒸気にして外に出し
ているとすると，それを確かめ
るにはどうしたらよいですか。
考えたことを発表し合いましょ
う。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 葉をとった植物と，葉の付い
ている植物の両方にポリエチレ
ンの袋をかぶせて，次の時間に
確かめましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

▲ 動物は，いらなくなったものを尿
にして外に出している。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程７／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P53～55 ６月中旬～６月下旬 本時８／８

《本時のねらい》

葉から水蒸気が出ていること(蒸散)を理解し，水の通り道についてまとめて，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 葉から水蒸気が出ていることを確認させ，蒸散について説明する。

工夫点７ 葉の裏側の気孔を顕微鏡で観察させ，蒸散について理解を深めさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

(観察，実験を行う)

(結果を整理する)

● 葉から水蒸気 ▼ 茎からは水は出ないんだ。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

が出ているかど ▼ たくさん水が出るんだな。 めさせる。

うかを確かめる □ 気付いたことをノートに記録す

実験を行う。 るよう促す。

(考察し，結論を得る)

● 結果から分か

ったことをノー ▼ 葉のどこから水蒸気を出している

トに記入し，ク のだろう。 ○ 結果から言えることを考えさせ

ラス全体でまと 発表させる。

める。

▼ 蒸散は何のために行うのだろうか

○ 蒸散を説明し，理解させる。

● 葉のどこから ▼ 葉に穴が開いているのではない

水蒸気を出して か。

いるかについて ▼ 葉の表面全体から，水が蒸発して

考え，葉の表面 いるのではないか。

穴(気孔)を観察 ▼ 調べてみたい。

する。 ○ 葉の表面の穴(気孔)について説

■ 実験結果から，植物は葉から水蒸
気を出していると言える。

■ 葉の付いた植物にかぶせた袋の中
には水がたまっている。

■ 葉をとった植物にかぶせた袋の中
にはほとんど水がたまっていない。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前時に準備したポリエチレン
の袋をかぶせた植物を観察し，
結果をノートに記入しましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 結果から分かったことをグル
ープごとに発表し，確認し合い
ましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 蒸散では葉のどこから水蒸気
を出しているのでしょう。

・ 葉には気孔という穴がたくさ
ん開いていて，そこから水蒸気
を出しています。

自然や生活との関係

◎ 植物のからだの中の水が，葉
から水蒸気になって出て行くこ
とを「蒸散」といいます。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ 植物のからだの中の水が，葉から
水蒸気になって出ていくことを「蒸
散」ということを理解できた。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程８／８】
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明させ，理解させる。

○ 気孔を観察させ，蒸散について

の理解を深めさせる。

▼ 唇のようなものがたくさん見え

た。

▼ 他の植物にも穴はあるのだろうか。

▼ 他の植物も観察してみたい。

● 単元の学習を

振り返る。

○ 単元の学習を振り返らせる。

▼ いろいろな植物のからだの働きに

ついて，調べてみたい。

◎ 工夫点７ 気孔は顕微鏡で観
察できます。実際に見てみまし
ょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ この単元の学習を振り返り，
まとめましょう。

■ 植物の葉に日光を当てるとでんぷ
んができることや，水の通り道につ
いて理解できた。

■ 蒸散は，葉の表面にある穴(気孔)
から行われていることを理解できた。

トラデスカンチア
肉眼でも赤紫色の中に緑色の小さな

粒(気孔)が見える。 □ トラデスカンチアは，葉をそ
のままステージにのせて観察で
きるので扱いやすい。

→ポイント集2011 P135～136

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程８／８】
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《単元名》

第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」P74～87 ９月上旬～９月下旬 ６時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

月は，太陽のよ
うに東から南を通
って西に，絶えず
動いている。

影は，日光を遮る
物があると，太陽の
反対側にできる。

「太陽と月には，どのような違いがあ
るのだろうか」
太陽は，自ら強い光を放っている。
月の表面は岩や砂などで覆われてい

て，自ら光を出さないが太陽の光を反
射して，光っているように見える。
太陽も，月も，球形である。

「月の形が，日によって変わって見えるのは，何が
関係しているのか」
月の光っている側に太陽がある。
月の形が，日によって変わって見えるのは，太陽

と月の位置関係が毎日少しずつ変わっていくため，
太陽の光が当たって明るく見えるところが，少しず
つ変わるからである。

○ 宇宙の広がり
・ 太陽の様子
・ 惑星と恒星

○ 地球の運動と天体の動き
・ 日周運動と自転
・ 年周運動と公転

○ 月と惑星の見え方
・ 月，惑星の運動と見え方

【３学年「太陽の光を調べよう」】【３学年「太陽とかげの動きを調べよう」】

【中１学年「大地の変化】

【中２学年「天気とその変化】

【中３学年「地球と宇宙」】

【中３学年「科学技術と人間」】

月は日によって
形が違って見える。
(新月，三日月，半
月，満月など)

【６学年「大地のつくりと変化」】

太陽は，東から出
て南の高いところを
通り，西に沈む。

太陽がいつも少し
ずつ動いているので，
影の向きが変わる。

鏡で跳ね返した日光はまっす
ぐ進み，日光が当たったところ
は，明るくなる。

【５学年「流れる水のはたらき」】

【５学年「天気を予想しよう」】

【６学年「太陽と月の形」】（本単元）

【４学年「天気のようすと気温」】

【４学年「あたたかくなると」】 【４学年「夜空を見上げよう」】

【中３学年「自然と人間」】

６年「５ 太陽と月の形」

【単元の系統図】
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《単元の目標》

太陽と月の表面の様子や月の形が日によって変わって見えることに興味をもち，太陽と月の表面の様子
を調べるとともに，月の位置や形を観察して記録し，月の位置と太陽の位置とを関係付けて考え，月の形
の見え方は，太陽と月の位置関係によって変わることを推論することができるようにする。また，これら
の活動を通して，太陽や月に対する豊かな心情をはぐくむことができるようにする。

《単元の流れ》 ６時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 太陽と月はどこがちがうか ３時間

・ 太陽と月の違 １ 問題を見いだす ・ 写真などの資料を見て，太陽と月の 複数事象の提示
いについて考 共通点や差異点について考える。 工夫点１
え，調べる方法 予想や仮説をもつ ・ 太陽と月には，どのような違いがあ
を考える。 るのかを考える。 ポイントを明確

観察，実験の方法を考える ・ 観察の方法を考え，観察の視点や注 にして話し合う
意点を確認する。 工夫点２

・ 太陽と月を観 １ 観察，実験を行う ・ 観察を行い，図書やコンピュータな
察したり，資料 どで調べる。
で調べたりし 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで
て，違いや特徴 確認する。
を見いだす。

・ 太陽と月の表 １ 考察し，結論を得る ・ 太陽は自ら光を出しているが，月は
面の様子や見え 光を出していないこと，月は太陽の光
方について，比 を反射して光っているように見えるこ
較しながらまと と，太陽も月も球形であることなどを
め，理解する。 理解する。

振り返り，広げる ・ 太陽や月のことについて調べたこと，
気付いたことなどを発表する。

２ 月の形が変わって見えるのはなぜか ３時間

・ 月の形が日に １ 問題を見いだす ・ 前回の観察から数日たった月や，三 複数事象の提示
よって変わって 日月，上弦の月など様々な月を観察す 工夫点３
見えることに疑 る。
問をもち，理由 予想や仮説をもつ ・ 「太陽の光の当たり方によって月の
を考える。 形が変わって見えるのではないか」と

考える。 ポイントを明確
観察，実験の方法を考える ・ 太陽(光源)と月(ボール)のモデルを にして話し合う

使った実験方法を考える。 工夫点４

・ ボールに光を １ 観察，実験を行う ・ ボールに光を当てる実験を行う。
当てるモデル実 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで
験を行い，結果 確認する。
を記録し，考察 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめる。
する。

・ 月の見え方 １ 考察し，結論を得る ・ グループで話し合い，発表する。
と，太陽，月の 振り返り，広げる ・ モデル実験から実際の月の見え方と，
位置との関係に 太陽と月の位置関係について推論する。
ついてまとめ， ・ 太陽と月の位置関係と，月の見え方
理解を深める。 の関係について理解する。

６年「５ 太陽と月の形」

【単元の目標と流れ】
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第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」P74～77 ９月上旬～９月下旬 本時１／６

《本時のねらい》

太陽と月の違いについて考え，調べる方法を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 太陽の手前に月が重なる現象である金環日食の動画を提示し，太陽は自ら光を出して
いるが，月は自ら光を出していないことに気付かせる。その後，太陽と満月の写真を提
示し，共通点と差異点についてまとめさせることにより，太陽と月の違いや特徴につい
て考えさせる。

金環日食の写真 〈事象Ａ〉太陽の写真 〈事象Ｂ〉満月の写真

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

３，４学年での学習経験や，提示した複数事象を根拠に考えさせ，太陽は自ら光を出している
が，月は光を出していないのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。

・ 自ら光を出しているかどうかを中心に，太陽と月の違いを調べる。
・ 太陽を観察する際は，遮光プレートを使い，望遠鏡や双眼鏡では絶対に見ない。
・ 月と太陽の見える位置を確認するために，スケッチをする。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 太陽と月を比
較し，共通点と
差異点を見いだ
す。

▼ 金環日食で真ん中が黒く見えるの
は，月が光を出していないからでは
ないか。

○ 太陽と月の違いや特徴について
考えさせ，金環日食から，太陽は
自ら光を出しているが，月は光を
出していないので，月に隠れた部
分は黒く見えることに気付かせる。

□ 金環日食の写真や動画はインタ
ーネット等で入手できる。

□ 写真ではなく，デジタル教材な
どを使って提示する方法もある。

□ 最も大きな違いである自ら光を
出すか出さないかに視点を向けさ

▼ 太陽が月のように形が変わって見 せたい。

▲ 太陽，月ともに，いつも少しずつ
動いていて，東から出て南を通って
西に沈む。

▲ 月は日によって形が違って見える。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点１(金環日食の動画を提
示して)これは金環日食といっ
て，太陽の手前に月が重なる現
象です。

◎ (事象Ａ，Ｂを見せて)また，
Ａは太陽，Ｂは月です。これら
の写真も参考にして，同じとこ
ろと違うところを探してみまし
ょう。

具体的な体験 主体的な問題解決Ａ Ｂ

・ 丸い形，同じぐらいの大きさ

同じ ・ どちらも明るく光っている

ところ ・ 宇宙にある

・ 東から出て，南を通り，西に沈む

見え方 いつも丸く見える いろいろな形に見える

昼間だけ見える 夜に見える。昼に見

違う える時もある

ところ 表面 まぶしい 模様が見える
暖かさ 暖かい 暖かくない

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程１／６】
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えないのは，自ら光を出しているか □ 金環日食は，2012 年５月 21 日
らではないか。 に日本でも見られる。

▼ 調べてみたい。 ○ 児童の考えを整理させる。

問題 太陽と月には，どのような違いがあるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 金環日食で真ん中が黒く見えたの
● 太陽と月には で…
どのような違い ▼ 月の形は変わるけど，太陽はいつ
があるかを考 も丸く見えるので…
え，仮説をノー ▼ 太陽はまぶしくて直接見られない
トに記入する。 けど，月の表面は模様が見えるので ○ これまでの生活体験や学習経験

… 提示した事象などから考えた事を
根拠として，仮説を立てさせる。

▼ 太陽は大きくて地球から遠いとこ
ろにあり，月は小さくて地球に近い
ところにあるのではないか。

観察，実験の
方法を考える
● 太陽と月には
どのような違い
があるかを調べ ○ 観察や調査の方法を考えさせる
る方法を考え ことで，必要感をもたせ，意欲的
る。 に取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，

※ 月と太陽の特徴をまとめる表の例 観察や調査の方法を考えさせる。
□ 児童が考えた方法が適当かどう
かを判断し，安全に観察が行える
ように配慮する。

□ 調べるのに有効な本や，インタ
ーネットサイトの例をいくつか紹
介しておく。

□ 日没後に南から西に見える月を
観察すると太陽との位置が近いの
で，月齢３～８で観察させたい。

□ 観察に適した月齢を調べるには
「みやぎ理カレンダー」が便利で
ある。

▼ 太陽と月の特徴を示している情報
をできるだけ多く集める。

■ 太陽と月には，どのような違いが
あるのだろう。

■ 太陽は自ら光を出しているが，月
は自ら光を出していないだろう。

◎ 太陽と月にはどのような違い
があるか，仮説を立て，理由も
考えてノートに書きましょう。

主体的な問題解決

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意する点は何ですか。

主体的な問題解決

２ 太陽は遮光プレートを使い，月は
望遠鏡や双眼鏡を使って観察する。
(昼間に見えなければ家で観察)

２ 月は形が変わるので，何日か間を
あけて観察する。

２ 図書やインターネットで調べる。

３ 表面の様子を観察したり，図書や
インターネットで調べれば分かる。

１ 太陽と月の違いについて調べる。

４ 月と太陽の特徴を比較してまとめ
るために，表を活用する。

４ 月と太陽の見える位置を確認する
ために，太陽が沈んだ直後の月の位
置や形をスケッチする。

５ 目を痛めるので，太陽を観察する
時は，必ず遮光プレートを使い，双
眼鏡や望遠鏡では絶対に見ない。

５ 暗くなってからの観察は，必ず家
の人と一緒に行う。

５ 月のスケッチは，位置が分かるよ
うにするために，太陽が沈んだ所や，
建物などの目印も記録する。

太陽 月

形

大きさ(直径)

表面のようす

地球からの距離

明るさ

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程１／６】
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第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」P77 ９月上旬～９月下旬 本時２／６

《本時のねらい》

太陽と月を観察したり，資料で調べたりして，違いや特徴を見いだす。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 太陽と月には，どのような違いがあるのだろうか。

観察，実験を行う
● 太陽と月には
どのような違い
があるかを調べ
る。 ▼ 同じ大きさに見えるけど，ずいぶ ○ 観察や調査の視点を明確にさせ

ん違うんだ。 る。
▼ 月の表面はよく見えたけど，太陽 □ 太陽と月の特徴を比較し，２つ
の表面はよく見えない。 の違いを明確にしながらまとめさ

▼ 太陽はまぶしくて直接見られない せるために，表を活用する。
けど，月は見られる。

結果を整理する ※ 表にまとめた例
● 調べた結果を
ノートにまと
め，グループで
確認し合う。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

めさせる。
□ 気付いたこともノートに記録す
るように促す。

▼ 太陽の直径は地球の 109倍，月の
直径は 1/4倍になっている。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 太陽は自ら光を出しているが，月
は光を出していない。

■ 太陽も月も球形になっている。
■ 月の表面は岩や砂がある。

◎ 観察や調査の結果をノートに
まとめ，グループで確認し合い
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 太陽と月の観察や調査を行い，
結果をノートに記録しましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 太陽の観察では，目を痛めないよ
うに気を付けよう。

■ 実験の結果や気付いたことを，確
実にノートに記録しよう。

太陽 月

形 丸い(球体) 丸い(球体)

大きさ(直径) 約140万km 約3500km

表面のようす よく見えない 岩石や砂，
黒点がある。 クレーターがある。

表面のスケッチ

地球からの距離 約1億5000万km 約38万km。

明るさ とても明るい 明るい
(自ら光を出している) (自ら光を出していない)

… … …

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程２／６】
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第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」P78～80 ９月上旬～９月下旬 本時３／６

《本時のねらい》

太陽と月の表面の様子や見え方について，比較しながらまとめ，理解する。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

観察や調査で分かったことの中で，全体でまとめたこと以外で，気付いた点などを発表させ，
太陽や月についての理解を深めさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 太陽と月には，どのような違いがあるのだろうか。

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことを，ク
ラス全体で確認
する。 ○ 太陽と月の違いについて，根拠

を明確にして，結論付けさせる。
□ 多くの意見の中で，確実に理解
させたいことを選んで板書し，ノ
ートに書かせる。

▼ 私たちの考えと同じだ。
▼ 太陽も球形なんだけど，なぜ，そ
うだと分かるのだろうか。

振り返り，広げる ▼ 太陽の直径は地球の約109倍，地
● 太陽や月のこ 球からの距離は約１億5000万km
とについて調べ ▼ 月の直径は地球の約1/4倍，地球
たこと，気付い からの距離は約38万km
たことなどにつ ▼ 太陽の表面温度は約6000℃
いて発表する。 ▼ 太陽は月の約400倍の大きさで， ○ 太陽や月のことについて，理解

地球からの距離も約400倍なので， を深めさせる。
太陽と月は，地球から見るとほぼ同 □ 児童が，自らの力で観察したり
じ大きさに見える。 調査したりしたことを賞賛するこ

▼ 地球は，月と同じように自ら光を とで，学習意欲を喚起する。
出していないので，月から見ると形 □ 月球儀などを使って確認させる
が変わって見える。 と，理解が深まる。

○ 次時の学習の予告をし，考えを
もたせる。

□ 前回観察した月の位置や形と比
較させるために，４～５日後あた
りを指定して観察させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 観察や調査の結果からどんな
ことが分かりましたか。分かっ
たことについて話し合いましょ
う 主体的な問題解決

◎ 次の時間は，月の形が変わる
理由について考えましょう。前
回と同じように，日没直後の月
の位置と形，太陽の位置をスケ
ッチしてきてください。

◎ まとめたこと以外で，調べた
ことや気付いたことがあったら
発表しましょう。

自然や生活との関係

■ 太陽はいつも丸く見えるけど，月
は形が変わるので，太陽は自ら光を
出しているが，月は光を出していな
いと言える。

■ 月の形の変わり方から，太陽の光
が反射しており，球形になっている
ことが分かった。

■ 観察の結果，月の表面には岩や砂
があり，クレーターが見えることが
分かった。

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程３／６】
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第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」P81～82 ９月上旬～９月下旬 本時４／６

《本時のねらい》

月の形が日によって変わって見えることに疑問をもち，理由を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

・ 約４日間をあけて観察した月のスケッチを比べ，月の形が変わって見える理由を考えさせる。
工夫点３ 児童が観察した日と違う日の月のスケッチ(月齢１～15)を２枚提示し，共通点と差異

点についてまとめさせる。その際，光の当たっている位置の違いについて考えさせる。

〈事象Ａ〉月齢５のスケッチ(例) 〈事象Ｂ〉月齢９のスケッチ(例)

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

これまでの生活体験や学習経験，実際に月を観察したスケッチ，提示した複数事象などを根拠
に考えさせ，太陽の光の当たり方によって，月の形が変わって見えるのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。

・ 太陽と月の位置関係が変化すると，月の形が変わって見えるかどうかを調べる。
・ 太陽の代わりにプロジェクターを使って，月の代わりのボールに光を当てて観察する。
・ 教室を暗くし，観察する人は，その場所から動かない。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● ２回観察した
月のスケッチや
事象Ａ，Ｂを見
比べて，共通点 ▼ 月の形と日没直後に見えた位置に
と差異点を見い は関係があるのではないか。
だす。

○ 日没直後に見える月は，毎日違
うところに見え，形も変わってい
ることに気付かせる。

▲ 月の形は毎日少しずつ変化する。
▲ 月は自ら光を出していないので，
太陽の光を反射して光って見える。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ これまで日没直後に２回，月
を観察しました。その時の月の
スケッチを見てください。月の
形や見えた位置が違います。こ
の違いは何に関係しているのか
を考えましょう。主体的な問題解決

◎ 工夫点３(事象Ａ，Ｂを見せて)
２つの月を比べて，何が同じで
何が違いますか。気付いたこと
をノートに書きましょう。

◎ Ａ，Ｂはそれぞれ月のどちら
側から光が当たっているのかを
考えましょう。 主体的な問題解決

※ Ａが月齢５，Ｂが月齢９の場合

Ａ Ｂ

同じ ・ 日没直後に観察した

ところ ・ 月の右側が明るくなっている

・ 月の右下に太陽が沈んだ

形 三日月より大きい 半月より大きい

ちがう 明るい部 小さい 大きい
ところ 分の面積

太陽との距離 短い(近い) 長い(遠い)

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程４／６】
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▼ 同じ日没直後の時間でも，月の位 □ 事象提示は，児童の観察した日
置や形は毎日違っている。 以外の日(月齢１～15)のスケッチ

や写真を選び，４つの事象で考え
させる。

□ ほぼ同じ時間に月が違う位置に
見えることが，月の形の変化に関
係していることに気付かせたい。

▼ 調べてみたい。

○ 児童の考えを整理させる。

問題 月の形が，日によって変わって見えるのは，何が関係しているのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 日没直後，月の右側に太陽がある
● 月の形が変わ とき，月の右側が明るくなっている
って見えるの ので…
は，何に関係し ▼ 日没直後の月の位置が変わると，
ているのかを考 月の形も変わっているので…
え，仮説をノー
トに記入する。 ○ これまでの生活体験や学習経験

実際に月を観察したスケッチ，提
示した複数事象などを根拠にして
仮説を立てさせる。

観察，実験の
方法を考える
● 月の形が変わ
って見える要因
を調べる実験方 ○ 実験の方法を考えさせることで
法を考える。 必要感をもたせ，意欲的に取り組

ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
観察や調査の方法を考えさせる。

□ モデル実験は児童が自ら考えに
くいと思われるので，教師がある
程度示したり，教科書P83を参考
にさせたりする。

□ プロジェクターを使うと，光が
当たる部分が鮮明に見えるので，
月の満ち欠けをイメージしやす
い。

■ 太陽と月の位置関係が，日によっ
て少しずつ変わるので，太陽の光の
当たり方が変わり，月の形が変わっ
て見えるのだろう。

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点４(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意する点は何ですか。

主体的な問題解決

２ 太陽の代わりに懐中電灯などを使
い，月の代わりのボールに光を当て
て観察する。

３ 観察する人の向かって右側に懐中
電灯を置く(日没直後の太陽の代わ
り)

３ ボール(月の代わり)を懐中電灯に
近い方から遠い方へ少しずつ移動さ
せて光を当てる。

３ ボールの位置と，見え方の違いが，
実際に月を観察したときと同じよう
になれば，仮説が正しいと言える。

１ 太陽と月の位置関係が変化すると，
月の形が変わって見えるかどうかを
調べる。

４ ボールの位置と見え方をスケッチ
する。

５ 部屋を暗くした方が分かりやすい。
５ 観察する人は，その場所から動か
ない。

５ プロジェクターを使うと，明るい
ので，より太陽に近い感じになる。

■ 月の形が日によって変わって見え
るのは，光の当たるところが変わる
からではないか。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ 月の形が日によって変わって
見えるのは，何が関係している
のかを考え，仮説を立て，理由
も考えてノートに書きましょう。

主体的な問題解決

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程４／６】
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第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」P83 ９月上旬～９月下旬 本時５／６

《本時のねらい》

月の形が変わって見える要因を調べるモデル実験を行い，結果を記録し，考察する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 月の形が，日によって変わって見えるのは，何が関係しているのだろうか。

観察，実験を行う
● 月の形が変わ
って見える要因
を調べる実験を
行う。

※ 教室の上から見た実験の図 ○ 実験の視点を明確にさせる。
□ 教室を暗くして行う実験なの
で，クラス全体で広い場所で実験
を行うなどの工夫をする。

□ 光源を光が広がらず明るいもの
にするときれいに見える。

□ 教室の中央に観察する児童を集
め，立つ位置を変えないでボール
の方を見るようにさせる。

結果を整理する
● 実験結果をノ
ートにまとめ，
グループで確認
し合う。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

めさせる。
※ 結果のスケッチ例 □ 気付いたこともノートに記録す

るようにうながす。
□ モデル実験の結果をまとめる
際，実際の太陽と月をイメージし
ながらスケッチするように指示す
る。

考察し， ▼ 実際に月を観察したときと，ボー
結論を得る ルの位置や明るく見える部分の形が
● 結果から分か 同じようになった。
ったことをノー ▼ モデル実験の結果から考えて，月
トに記入する。 は太陽のある方が明るく見え，太陽

と月の位置が遠いほど，明るく見え ○ 仮説と比較して考えさせ，結論
る部分は大きくなるようだ。 を導き出させる。

▼ 月の左側が明るく見える月の場合
は，太陽が左側にある時なのではな
いか。

○ 次時の学習の予告をし，考えを
もたせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ ボールに光を当て，見え方を
調べる実験を，グループごとに
行い，結果をノートに記録しま
しょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 太陽の代わりにプロジェクター，
月の代わりにボールを使うモデル実
験だということを意識しよう。

■ 実験の結果をスケッチし，気付い
たことをノートに記録しよう。

■ ボールの明るく見える部分は右側
になる。

■ ボールの位置が，プロジェクター
から遠ざかるほど，明るく見える部
分が大きくなる。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入し，発表し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間各グループで話し合
い，発表してもらいます。

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程５／６】
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第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」Ｐ84～87 ９月上旬～９月下旬 本時６／６

《本時のねらい》

月の形の見え方と，太陽，月の位置との関係についてまとめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

実験で得た結論を基に，日の出前の月の見え方について考えさせ，理解を確かなものにさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 月の形が，日によって変わって見えるのは，何が関係しているのだろうか。

考察し，
結論を得る
● 実験結果から
分かったことを
グループで話し ○ クラス全体で結論を共有させる
合い，発表する。 ことで，自ら出した結論を確かな

ものにさせる。
▼ 私たちの考えと同じだ。 □ 発泡スチロール球を使った月の
▼ 日の出の時に見える月は，月の左 モデルをつくらせて，太陽，月，
側が明るくなるでのはないか。 地球の位置関係と月の見え方を確

認すると，理解が深まる。作り方
はポイント集を参考にする。

→ポイント集2011 P144

● 太陽と月の位
置関係と月の見
え方の関係につ
いてまとめる。

○ 実験で分かったことをまとめさ
せる。

振り返り，広げる ▼ プロジェクターが左側にあると考
● 日の出前の月 えて月の図を書いてみよう。
の見え方につい
て，実験で得結 ※ 結果のスケッチ例
論を基に考え
る。 ○ 実験で得た結論を使って，日の

出前の月の見え方を推論させる。
□ 日没直後のモデル実験を基に，

▼ 日没直後の反対になるんだ。 プロジェクターを左側に置いたと
▼ 私の予想と同じだ。 考えてイメージするように助言す

る。
□ 国立科学博物館などが開発した
「ダジック・アース」という PC
ソフトを使うと，立体的な画像を
見せることができる。

● 太陽と月の位
置関係が変わる
理由について，
説明を聞く。

▼ 地球も自ら光を出していないので
宇宙から見ると月のように形が変わ
って見えるのではないか。

○ 太陽と月の位置関係が変わる理
由を理解させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の時間に考えた結論をグ
ループで話し合い，まとめ，発
表しましょう。 主体的な問題解決

■ ボールの位置と見え方の違いが，
実際に月を観察したときと同じよう
になったので，月の形が日によって
変わって見えるのは，太陽と月の位
置関係が日によって変わるからだと
言える。

◎ 日の出前に見える月の，位置
と形について考えてみましょう。
自分の考えをノートに書きまし
ょう。 自然や生活との関係

■ 月が地球の周りを回っているから，
太陽との位置関係が変わるんだ。

◎ (教科書P84～85の月の図を見
ながら)月は地球の周りを，約１
ヶ月に１回まわっていて，毎日
少しずつ動いているので，太陽
と月の位置関係が変わるのです。

自然や生活との関係

◎ 月が光っている側に太陽があ
り，毎日少ずつ太陽と月の位置
関係が変わるので，月の形が変
わって見えるのです。

■ 球形をしている月は，太陽の光の
当たり方で，明るく見える部分の形
が変わることが分かった。

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程６／６】
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《単元名》

第６学年「６ 大地のつくりと変化」
東京書籍「新しい理科６」P88～111 ９月下旬～10月下旬 11時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

流れる水には，地面
を削ったり(侵食)，土
や石を運んだり(運搬)，
流されてきた土や石を
積もらせたりする(堆
積)はたらきがある。

土地の傾きが大
きい山の中では，
水の流れが速く，
川幅が狭くなり，
角ばった石が多
い。

「地層はどのようにしてできたの
だろうか」
地層の多くは，流れる水に運ぱ

んされた，礫，砂，どろなどが海
や湖の底にたい積してでき，化石
がふくまれているものがある。
地層が長い年月をかけて固まる

と，礫岩，砂岩，でい岩などにな
る。

「流れる水のはたらき
以外で，地層ができ
ることがあるのだろ
うか」
地層には火山からふ

き出された火山灰のた
い積や流れ出たよう岩
で覆われてできるもの
もある。

「火山の噴火や地震によ
って起こる，大地の変
化があるのだろうか」
地震による地割れやず

れ(断層)，がけくずれ，
火山の噴火による火山灰
や溶岩などで，大地が大
きく変化し，様々な災害
が起きることがある。

○ 火をふく大地
・ 火山活動と火成岩

○ 動き続ける大地
・ 地震の伝わり方と
地球内部の動き

○ 大地の変化を読みとる
・ 地層の重なりと過去の
様子

【５学年「天気を予想しよう」】

【５学年「流れる水のはたらき」】

【３学年「太陽を調べよう」】

【４学年「夜空を見上げよう」】

【中１学年「大地の変化】

【中２学年「天気とその変化】

【中３学年「地球と宇宙」】 【中３学年「科学技術と人間」】

【４学年「あたたかくなると」】 【４学年「天気のようすと気温」】

土地の傾きが大きい
所では，水の流れが速
く，侵食，運搬の働き
が大きいので，山の中
には深い谷ができやす
い。

大雨などで川の水の量が
増えると，流れが速くなり，
侵食，運搬の働きが大きく
なって，土地の様子が大き
く変化したり，災害が起こ
ったりする。

土地の傾きが小さい所
では，水の流れが緩やか
で，堆積の働きが大きく，
平地には土や石が積もっ
た地形ができやすい。

平地へ流れ出たあ
たりでは，山の中よ
り水の流れが緩やか
で，川幅が広くなり，
丸くて小さな石が多
くなる。

平地では流れが
緩やかで，川幅が
さらに広くなり，
流されてきた土や
石などが，河原や
川底に積もる。

【６学年「太陽と月の形」】

【６学年「大地のつくりと変化」】（本単元）

○ 自然の恵みと災害
・ 自然の恵みと災害

【中３学年「自然と人間」】

６年「６ 大地のつくりと変化」

【単元の系統図】
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《単元の目標》

身の回りの大地やその中に含まれる物に興味をもち，大地の構成物やでき方について，資料などで学習
したことをもとに地層を観察し，水の働きと火山の働きのどちらでできたところかを推論できるようにす
る。また，大地の変化について，自然災害と関係付けながら調べ，大地は地震や火山の噴火などによって
変化することをとらえることができるようにする。

《単元の流れ》 11時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ がけにしま模様が見られるのはなぜか １時間

・ 大地はどのよ １ 問題を見いだす ・ 地面の下はどうなっているか，ノー
うなものででき トに予想図を描く。
ているのかに関 ・ 地層の写真や堆積物を観察する。 実物標本の観察
心をもち，地層 ・ 地層についての説明を聞く。 工夫点１
について知る。 ・ 「地層はどのようにしてできたのだ

ろうか」と考える。

２ 地層はどのようにしてできるのか ４時間

・ 地層がどのよ １ 予想や仮説をもつ ・ 河原の丸い石と礫層の丸い石の写真 複数事象の提示
うにしてできた を見て，共通点を見いだす。 工夫点２
のかを考え，調 ・ 「地層は，流れる水の働きによって
べる方法を考え できたのではないか」と考える。 ポイントを明確
る。 観察，実験の方法を考える ・ 川や海(湖)のモデルに土砂を流す実 にして話し合う

験を考える。 工夫点３

・ 水槽に土砂を １ 観察，実験を行う ・ モデル実験を行う。
流しこむモデル 結果を整理する ・ ノートにまとめ，グループで確認す
実験を行い，結 る。
果を記録し，考 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめる。
察する。

・ 水の働きでで １ 考察し，結論を得る ・ グループで話し合い，発表する。
きた地層の特徴 ・ モデル実験から実際の地層のでき方
や，堆積岩，化 振り返り，広げる を推論する。
石について調 ・ 水の働きでできた地層の特徴をまと
べ，理解を深め める。 実物標本の観察
る。 ・ 堆積岩の実物標本を観察する。 工夫点４

・ 火山の働きで １ 振り返り，広げる ・ 火山灰を観察し，水の働きでできた 実物標本の観察
できた地層の特 地層との違いに気付く。 工夫点５
徴を調べ，理解 ・ 火山の働きでできた地層の特徴をま
を深める。 とめる。

３ わたしたちが住む大地はどのようにしてできたのか ３時間

・ 現地観察の計 １ 振り返り，広げる ・ 現地調査の方法や注意点を確認する。
画を立て，調べ ・ 観察の視点は，水の働き，火山のは
る方法や視点を たらきのどちらでできたかであること
明確にもつ。 を確認する。

・ 現地観察で， ２ 振り返り，広げる ・ 現地調査を行う。
水，火山のどち ・ 自分の考えをノートにまとめ，グル
らの働きででき ープで話し合い，推論する。
た地層か推論す ・ 結果をグループごとに発表する。
る。

４ 地しんや火山のふん火による大地の変化を調べよう ３時間

・ 地震や火山の ２ 振り返り，広げる ・ 調べ学習の方法を確認する。
噴火による大地 ・ 自分の考えをノートにまとめ，グル
の変化や災害に ープで話し合い，まとめる。
について調べ，
理解を深める。

・ 大地の変化と １ 振り返り，広げる ・ グループごとに発表する。
災害についてま ・ 分かったこと，気付いたことをまと
とめ，理解を深 める。
める。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【単元の目標と流れ】
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第６学年「６ 大地のつくりと変化」

東京書籍「新しい理科６」P88～91 ９月下旬～10月下旬 本時１／11

《本時のねらい》

大地はどのようなものでできているのかに関心をもち，地層について知る。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

・ 地層の写真資料などを見せ，地面の下は縞模様になっていることを確認させる。

工夫点１ 地層の堆積物の標本を観察させ，粒の色や大きさの違いが縞模様に見える原因である

ことを実感させる。（ない場合は，校庭の土や砂など，粒の色や大きさの違うものを提

示する）

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● 地面の下がど

のようになって

いるかを予想 ▼ 庭を掘ったら下の方まで土が続い

し，発表する。 ていた。 ○ これまでの経験をもとに考えさ

▼ 土の中に大きな岩があった。 せ，関心をもたせる。

▼ 道路の周りにあるがけを見たらし □ どのような経験からそう思った

ま模様になっていた。 のかについても記入するよう指示

する。

● 教科書P88の ▼ しま模様が見える。

写真などを見て ▼ 色々な色のしま模様がある。

しま模様になっ ▼ しま模様が横に長く続いている。

ていることを確 ▼ 厚さが厚いところと薄いところが

認する。 ある。 ○ 地面の下は縞模様になっている

▼ 大きな岩はあまりない。 ことを確認させる。

□ 地域の地層の写真や堆積物を資

料として見せたい。

□ 博物館の資料や学校のボーリン

グ資料などがあれば活用する。

▼ よく見ると層によってつぶの色や

大きさがちがう。

○ 粒の色や大きさの違いがしま模

様に見える原因であることをつか

ませる。

■ 児童にもたせたい意識

■ 地面の下は縞模様になっているん
だ。

■ つぶの色や大きさの違いがしま模
様に見える原因なんだ。

■ どうしてしま模様になるのだろう。

▲ 土のかたまりでできている。
▲ 大きい岩がうまっている。
▲ しま模様になっている。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 私たちが暮らす土地の地面の
下はどうなっていると思います
か。ノートに予想図をかきまし
ょう。

◎ 教師の働き掛け

◎ (教P88などの資料を見せ)地面
の下の様子が見えるがけです。
どうなっていますか。気付いた
ことをノートにかきましょう。

◎ 工夫点１(地層の堆積物を２種
類以上見せ)それぞれ，がけの色
の違うところのものです。どの
ような違いがありますか。

具体的な体験

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程１／11】



６年 ６ - 4 -

▼ 校庭の下も縞模様になっている

のだろうか。

● 地層について

の説明を聞く。 ▼ 地層の中にある物の色やつぶの大

きさがそれぞれちがうから，層にな

って見えるんだ。

▼ 礫，砂，泥などはどこから来たの

だろうか。 ○ 地層についての基礎的な知識を

▼ 大雨や洪水で流されてきたのでは 理解させる。

ないか。 □ 礫，砂，泥の違いはつぶの大き

▼ 火山灰が積み重なっているところ さであることを補足する。

では，火山が噴火したのだろうか。

▼ 調べてみたい ○ 児童の考えを整理させる。

問題 地層はどのようにしてできたのだろうか。

○ 次時の学習の予告をし，考えを

もたせる。

◎ この縞のような層のことを「地
層」といいます。色やつぶの大
きさのちがう，礫，砂，泥，火
山灰などが層になって積み重な
っているのです。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

■ 地層はどのようにしてしてできた
のだろう。

◎ 次の時間に考えましょう。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程１／11】
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第６学年「６ 大地のつくりと変化」

東京書籍「新しい理科６」P91～92 ９月下旬～10月下旬 本時２／11

《本時のねらい》

地層がどのようにしてできたかを考え，調べる方法を考える。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

工夫点２ 川が平地へ流れ出るあたりの丸い石(Ａ)と，地層の礫層の丸い石(Ｂ)の写真を提示し，

共通点と差異点について考えさせる。

・ これまでの学習経験や提示した複数事象を根拠に考えさせ，地層は，流れる水の働きによっ

てできたのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点３ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，

見通しをもたせる。

・ 川から海(湖)へ土砂が流れこむモデルを使って，海(湖)の底に地層ができるかどうかを調べ

る。

・ 地層の重なりを観察するためには，川のモデルになる「とい」，海のモデルになる「透明な

水槽」などが必要であることに気付かせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 地層はどのようにしてできたのだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程２／11】
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予想や仮説をもつ

● 仮説をノート

に記入する。

○ ５年生の「流れる水のはたらき」

の学習と関係付け，地層のでき方

と流れる水の関係に気付かせる。

▼ 川の水の流れと地層のでき方が関

係しているのではないか。

□ デジタル教材の動画などを使っ

て，河原であることを示す方法も

ある。

□ 地層の中の礫と平地の川の石

の共通点(角が丸い)に気付かない

場合は机間指導で助言する。

▼ 実験で確かめてみよう。

観察，実験の

方法を考える

● 流れる水の働

きによって地層 ▼ 川のような流れを作って，泥や砂

ができるかどう を流し，海(湖)に堆積させる。 ○ 実験の方法を考えさせることで

か調べる方法を 実験の必要感をもたせ，意欲的に

考える。 取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな

るよう，教師がポイントを把握し，

実験方法を考えさせる。

□ 話合いのポイント以外の細かい

方法や条件は児童から出にくいの

で，教師が示す。

▼ 地層が見えやすいように，海(湖) □ 教科書P92を参考にさせる。

を透明の水槽にする。

▼ 自然の川は大雨などで何度も増水

するので，何度も水を流した方が良

い。

▲ 山の中ほど流れが急で，平地にな
るほどゆるやかになる。

▲ 山の中の川は侵食，運搬，平地の
川は堆積の働きが大きい

▲ 山の中の川には角ばった石が多く，
平地になるほど丸く，小さくなる。

◎ 工夫点２（Ａ河原とＢ地層の
礫層の写真を提示して）２つの
写真の同じところと違うところ
をノートにまとめ，発表しまし
ょう。 主体的な問題解決

５ 実際の川の流れを小さくしたモデ
ル実験なので，水はゆっくり流す。

・ 土砂は，泥と砂を混ぜたものを使
い，粒の大きさがいろいろな種類に
なるようにする。

・ ２回目以降は，前回のものがある
程度堆積してから行う。

１ 堆積した土砂が，地層のようにな
るかどうかを調べる。

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点３(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

◎ 河原の石と地層の礫層の写真
でした。これらの写真から，地
層のでき方を想像し，理由を含
めた仮説を立ててノートに書き
ましょう。 主体的な問題解決

■ 礫や砂の角が丸くなっているもの
が多く，大きな岩や角ばった石が地
層の中にないことなどから，地層は，
川の流れる水の働きによって運搬さ
れ，海や湖の底に積み重なったので
はないか。

Ａ(河原) Ｂ(地層)

同じ ・ 石の形が丸い。
ところ ・ 大きな角ばった石がない。

違う 場所 河原 地層

ところ 水 水がある。 水がない。

２ 川の代わりにとい，海(湖)の代わ
りに水槽(モデル)を使い，といに土
砂と水を流して水槽に堆積させる。

・ 堆積したら２，３回同じことを行
う。

３ 水槽の中に堆積した土砂が，縞模
様になるかどうかを観察する。

４ 堆積した様子をスケッチする。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程２／11】
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第６学年「６ 大地のつくりと変化」

東京書籍「新しい理科６」P92 ９月下旬～10月下旬 本時３／11

《本時のねらい》

水槽に土砂を流しこむモデル実験を行い，結果を記録し，考察する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 地層はどのように積み重なってできたのだろうか。

観察，実験を行う ▼ といや水槽をしっかり固定し，静

● 流れる水の働 かに水を流そう。

きによって地層 ▼ 土砂が堆積するようすをノートに

ができるかどう スケッチしよう。

か調べる。 ▼ ２度目，３度目は土砂がしずんで ○ 実験の視点を明確にさせる。

から行おう。 □ 実験の手順を演示し，注意が必

要な点を確認させる。

・ 水は一定の量を静かに流す。

・ にごった土砂がしずみきった後に

２回目以降の水を流す。

□ 土砂はふるいにかけ，大きい粒

はのぞいておく。

→ポイント集2011 P146～147参照

結果を整理する ▼ 大きい粒が一番下の層で，上の層

● 実験結果をノ は粘土のような小さい粒の層になっ

ートにまとめグ た。

ループで確認し ▼ ２回目，３回目も同じようになり， ○ 結果を分かりやすく明確にまと

合う。 水槽の底にしま模様ができた。 めさせる。

□ 実験の結果を正確にノートに記

録し，グループ内で確認し合うよ

うに指示する。

考察し， ▼ 流れる水の働きと地層には関係が

結論を得る あるようだ。

● 結果から分か ▼ 土砂はしずむ途中で粒の大きさご

ったことをノー とに分かれ，粒の大きい物から順番

トに記入する。 に堆積するようだ。 ○ 仮説と比較して考えさせ，結論

▼ 土砂が川の水に運ばれて堆積し， を導き出させる。

同じことが何度もくり返されて地層

ができるのだろう。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 手順をまちがえないように，注意
点を意識して実験しよう。

■ 水槽の中に土砂が堆積するようす
を観察し，気付いた点も確実にノー
トに記録しよう。

■ モデル実験では水槽の底に地層の
ようなしま模様ができた。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間に各グループで話し
合い，発表してもらいます。

◎ といに土砂を置いて水を流し，
水槽に地層ができるかどうか調
べましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程３／11】
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第６学年「６ 大地のつくりと変化」
東京書籍「新しい理科６」Ｐ93～97 ９月下旬～10月下旬 本時４／11

《本時のねらい》

水の働きでできた地層の特徴や，堆積岩，化石について調べ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点４ 礫岩，砂岩，泥岩の実物標本を観察させることで，長い年月をかけて押し固められた
ことを実感させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 地層はどのように積み重なってできたのだろうか。

考察し，
結論を得る
● 実験結果から
分かったことを
グループで話し ○ クラス全体で結論を共有させる
合い，発表する。 ▼ 私たちと同じ考えだ。 ことで，自ら出した結論を確かなも

のにさせる。
□ 自然の中で起こっていることを
推論するよううながす。

振り返り，広げる ▼ 実験の後に考えたことは正しかっ
● 水の働きでで たんだ。
きた地層の特徴 ▼ 貝の化石が見つかるということ
を調べ，まとめ は，海や湖の底に堆積したことを表
る。 しているのではないか。

○ 実験で得た結論と照らし合わせ
ながら，学習内容をまとめさせる。

□ 礫の角がとれていることを確認
させるために，教科書以外の資料
も準備する。

□ 実物を観察させるために，貝の
化石標本などを準備するとよい。

□ さらに関心を高めるために，時
間があれば教科書P95～97の「理
科のひろば」も扱う。

▼ 化石についても調べてみたい。

● 水の働きでで ▼ 堆積した礫，砂，泥などがこんな
きた地層の岩石 に固くなるまでに，どのぐらい長い
を調べ，まとめ 年月が経ったのだろう。
る。

○ 実験で得た結論と照らし合わせ
ながら，学習内容をまとめさせる。

□ 実物を観察させるために，礫岩，
▼ 岩石についても調べてみたい。 砂岩，泥岩などの堆積岩標本を準

備するとよい。

■ 水の働きによって運搬された礫，
砂，泥が，海や湖の底で大きさごと
に堆積し，それを何度もくり返して
地層ができる。

■ 地層の中の礫は，角がとれてまる
みを帯びている。

■ １つの層で，大きい粒の上に小さ
い粒が積み重なっていることがある。

■ 地層の中から魚や貝，木の葉など
の化石が見つかることがある。

■ モデル実験で水そうにしま模様が
できたので，地層は，川の流れる水
によって土砂が運ばれ，海(湖)の底
に堆積してできると言える。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の時間に考えた結論をグ
ループで話し合い，まとめ，発
表しましょう。 主体的な問題解決

◎ 教科書のP93～94を見ながら，
水の働きでできた地層の特ちょ
うを調べて，ノートにまとめま
しょう。

◎ 工夫点４(実物標本を観察させ
て)地層が長い年月をかけて押し
固められるとかたい岩石になる
ことがあります。 具体的な体験

■ 礫，砂，泥の地層が長い年月をか
けて押し固められると，礫岩，砂岩，
泥岩などのかたい岩石になる。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程４／11】
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第６学年「６ 大地のつくりと変化」
東京書籍「新しい理科６」P98～100 ９月下旬～10月下旬 本時５／11

《本時のねらい》

火山の働きでできた地層の特徴を調べ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点５ 火山灰を顕微鏡で観察すると，角ばったつぶが見られることから，火山灰の層は水の
働きでできた地層とは違うことに気付かせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
● 火山灰を顕微
鏡で観察し，気 ▼ 見た目は砂や粘土ににている。
付いたことをノ ▼ いろいろな色の粒がある。
ートに書いて， ▼ つぶの形が角ばっている。
発表する。 ▼ 水の働きでできた地層とは違い，

粒が丸くない。
○ 水の働きでできた地層の砂とは
違い，火山灰は角ばった粒が見ら
れることに気付かせる。

□ 水で洗って細かい粒を取り除く
方法を演示する。（わんがけ）

□ 砂と比較できると良い。

▼ 粒をよく観察すると，砂と火山灰
は見分けられる。

○ 違いに気付けたかどうかを確認
させる。

● 火山の働きで ▼ 川の流れる水に運搬されてないか
できた地層の特 ら，角ばったつぶになっていたんだ。
徴を調べ，まと ▼ 角ばった岩石は溶岩だろうか。
める。

○ 火山の働きでできた地層は，水
の働きでできた地層と違う特徴が
あることに気付かせ，まとめさせ
る。

□ 溶岩や軽石などを準備し，実物
を観察させたい。

□ 火山の働きでできた地層は，角
ばった石や小さな穴の開いた石が

▼ 火山の働きでできた地層を観察し あることを確認させるために，教
てみたい。 科書以外の資料も準備するとよ

い。

● 地層について
まとめる。

▼ 実際の地層を観察して，比べてみ ○ これまでの学習を振り返り，ま
たい。 とめさせる。

■ 火山から吹き出た火山灰が堆積し
たり，流れ出た溶岩で覆われたりし
て地層ができる。

■ 地層の中に角ばった石や小さな穴
の開いた石がある。

■ 軟らかい土と角ばった岩石が積み
重なっていることがある

■ 地層の中の土を顕微鏡で観察する
と，角ばった粒が見られる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点５(火山灰を提示して)
この砂のようなものは地層の中
にあったものです。顕微鏡で観
察し，気付いたことをノートに
書いて，発表しましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 教科書のP99～100を見ながら，
火山の働きでできた地層の特徴
を調べて，ノートにまとめまし
ょう。

■ 火山灰には角ばった粒が見られる。
■ 水の働きでできた地層とは違う。
■ 流れる水の働き以外で，地層がで
きることがあるのではないか。

■ 火山から吹き出た火山灰が大量だ
と，地層になるのではないか。

◎ この砂のようなものは火山灰
です。水の働きでできた地層と
の違いに気付きましたか。

■ 地層には，水の働きによってでき
るものと，火山の働きによってでき
るものがある。

◎ これまでの学習から，地層は
大きく２種類のでき方がありま
す。まとめましょう。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程５／11】
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第６学年「６ 大地のつくりと変化」

東京書籍「新しい理科６」P101～103 ９月下旬～10月下旬 本時６・７・８／11

《本時のねらい》

現地観察の計画を立て，調べる方法や視点を明確にもつ。（６／11）
現地観察で，水，火山のどちらの働きでできた地層か推論する。（７・８／11）

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 現地調査では，観察する地層が，水，火山のどちらの働きでできたものなのかを，前時まで

に学習したことを基に推論できることに気付かせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
● 現地調査の計
画を立てる。
（６／ 11） ○ 観察の視点を明確にし，粒の形

などから，水の働きでできたか，
火山の働きでできたかを推論でき
ることに気付かせる。

□ 現地調査ができない場合は，ボ
ーリング資料や博物館，インター

ネットの資料を使って観察する方
法を示す。

▼ 粒の形に注目して，調べるように □ 粒の形に注目して観察する必要
しよう。 性に気付かせたい。

● 現地調査で地 ▼ 遠くから見るとしま模様に見える
層を観察する。 けど，近くで見ると粒の違いがよく
（７・８／ 11） 分かる。

○ 観察の視点を確認し，実物を見
せることで，実感を伴った理解さ

せる。
□ 地層の重なり方や，粒の大きさ，

▼ 離れた場所でも，同じような地層 形，色などに違いがあることを確
の重なり方をしているところがある 認するようにうながす。
ぞ。関係があるのではないか。 □ 同じような重なり方をしている

地層はつながっている可能性があ

ることに気付かせたい。

● 観察で分かっ
たことや気付い
たことをまとめ

る。 ▼ ノートにスケッチを入れながら， ○ 学習内容をまとめさせる。
分かりやすくまとめよう。

■ 粒が丸みを帯びているから，水の
働きでできた地層だろう。

■ 粒が角張っているから，火山の働
きでできた地層だろう。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の授業で確認したことを
思い出して，観察しましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 現地調査で地層の粒を調べれば，
水、火山のどちらの働きでできたか
分かる。

■ 落石などに注意して観察しよう。
■ 危険なことはしないようにしよう。

◎ 観察で分かったこと、気付い
たことをノートにまとめましょ
う。

◎ 次の時間に地層の現地調査に
行きます。どこを観察し，何を
調べるのかを確認しましょう。

▲ 地層のしま模様は粒の色や大きさ
の違いによってできる。

▲ 粒が丸みを帯びている層は，水の
働きでできた地層

▲ 粒が角張っている層は，火山の働
きでできた地層

■ 地層には，水の働きでできた物と，
火山の働きでできた物があり，どち
らも，層になって広がっている。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程６・７・８／11】
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第６学年「６ 大地のつくりと変化」
東京書籍「新しい理科６」P104～111 ９月下旬～10月下旬 本時９・10・11／11

《本時のねらい》

地震や火山の噴火による大地の変化や，災害について調べ，理解を深める。（９・10／11）
大地の変化と災害についてまとめ，理解を深める。（11／11）

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 地震や火山の噴火による大地の変化や災害について調べる活動を行い，大地の変化について
考え，理解を深めさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
● 地震や火山の
噴火による大地
の変化や災害に
ついて調べ，ま
とめる。 ▼ 様々な場所で，地震による崖崩れ ○ 地震や火山の噴火によって起こ
（９・10／11） や地割れが起こっている。 る変化について，考えさせる。

▼ 日本には火山が噴火しているとこ □ 教科書 P104 ～ 107 の写真資料
ろがいくつかある。 や，図書，インターネットなどを

▼ …年に起こった…地震では，…(崖 使って調べてみるよう話す。
崩れ，断層など)によって，…のよ □ ある程度の資料を準備して，例
うな被害があった。 を示すとよい。

▼ …年に起こった…火山の噴火で □ ５年生「台風と天気の変化」や
は，…(溶岩の流出，火山灰など)に 「流れる水のはたらき」の単元で
よって，…のような被害があった。 調べた災害での変化と比較しなが

ら調べるよう助言する。

● まとめたこと
を発表する。
（11／ 11）

○ 調べたことを発表させたり，他
の人の発表を聞かせたりして，共
有させる。

□ 地層が重なる変化とは違い，短
い時間に起こる変化であることに

▼ 地層のでき方に比べて，短い時間 気付かせたい。
で起こる急激な変化なんだ。 □ 災害への備えについても考えさ

▼ 身近なところで地震や火山の噴火 せたい。
が起こったら，どうするか考えてお
こう。

● 単元の学習を
振り返る。

○ 地層のでき方や，地震，火山の
噴火で起こる変化について，理解
させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 地震では，崖が崩れたり，断層が
できたりして，様々な災害が起こる
ことがある。

■ 火山の噴火では，火口から溶岩が
流れ出たり，火山灰が吹き出された
りして，様々な災害が起きることが
ある。

◎ 前回の授業で調べてまとめた
ことを発表しましょう。

◎ 地震や火山の噴火による大地
の変化や、災害について調べま
しょう。

◎ 調べたことはレポートにまと
めて発表しましょう。

▲ 地震で建物が壊れる。土砂崩れが
や地割れが起こる。

▲ 火山の噴火で溶岩が流れ出る。火
山灰が降り積もる。

◎ これまでの学習を振り返って
みましょう。

■ 地層のでき方や，地震，火山の噴
火で起こる変化について理解できた。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程９・10・11／11】
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近くに観察する適切な地層がない場合は，ボーリング試料の活用を図る。学校にボーリン

グ試料がない場合は，教育委員会や近隣の学校などに問い合わせてみるとよい。下水道工事

などの関係で，水道局に関連資料が保管されている場合もある。

ボーリング試料には，「礫混じりの砂質シルト」などのように土質が細分化されているの

で「小石」「砂」「泥」の３種類に分類し直しておくとよい。また，ボーリング試料は数地点

分あると思想の広がりを理解することができる。

Ａ地点 Ｂ地点 Ｃ地点

地表 0m

小石

砂

10m

どろ

深

さ 試料を観察し，水と火山の

どちらのはたらきでできたか

20m を考える。

また，色や粒の大きさなど

特徴のある地層を取り上げ，

地層の広がりを考える。

こんなやり方もありますよ！

みやぎ理科指導ポイント集２０１１では，６年「大地のつくりと変化」

の単元で活用できる実験器具の例や，観察の例を紹介しています。

今回の授業案には載せていないものを紹介します。

① 牛乳パックの口を開

き，底面を切り取る。

② 牛乳パックを折りたたみ，両

端を谷折りしてといの形を作

③ 同じように作った牛乳パッ

ク３個を，はめ込むようにつ

なぎ合わせる。

① ②

③

輪ゴム

といを１リットル牛乳パック３個で作る方法

ボーリング資料の活用
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《単元名》

第６学年「７ てこのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P112～129 10月下旬～11月上旬 11時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「てこをどのように使う
と，小さい力で持ち上
げられるか」
てこには，支点，力点，

作用点がある。
支点と作用点の距離を

短くしたり，支点と力点
の距離を長くすると，小
さい力で持ち上げられる。

○ いろいろな力の世界
・ 力の働き

○ 力の規則性
・ 力のつりあい

【３学年「風やゴムで動かそう」】【３学年「太陽を調べよう」】

【中２学年「電気の世界】

【中３学年「運動とエネルギー」】

上皿てんびんは，左右のう
でに同じ重さの物をのせる
と，水平につり合う。

振り子の長さが長いほど，振り
子の１往復する時間は長くなる。
おもりの重さや振れ幅によっては
変わらない。

「てこが水平につり合
うには，どのような
きまりがあるか」
うでを傾ける力は

(力の大きさ×支点か
らの距離)で表すこと
ができ，左右の力が等
しいと，てこが水平に
つり合う。

【５学年「ふりこのきまり」】

【４学年「電気のはたらき」】

６学年「電気とわたしたちのくらし」

【中１学年「身のまわり現象」】

【６学年「てこのはたらき」】（本単元）

【３学年「明かりをつけよう」】 【３学年「じしゃくにつけよう」】

【５学年「電流がうみ出す力」】

「てこを利用して，物
の重さを比べたりは
かったりできるか」
水平につり合った棒
の支点から，左右同じ
距離に同じ重さの物を
つるすと棒は水平につ
り合う。このような道
具をてんびんという。

【中３学年「科学技術と人間」】

【３学年「物の重さをくらべよう」】

○ エネルギーと仕事
・ 仕事とエネルギー

【５学年「物のとけ方」】

置き方や形を変えても，物の重
さは変わらない。

身の回り
にはてこを
利用した道
具が色々あ
り，それぞ
れに支点，
力点，作用
点がある。

【中３学年「自然と人間」】

６年「７ てこのはたらき」

【単元の系統図】
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《単元の目標》

てこの仕組みに興味をもち，おもりを持ち上げて手ごたえの大きさを調べ，てこを傾ける働きは，作用
点や力点の位置によって変わることをとらえることができるようにする。また，実験用てこで，てこが水
平につり合うときの左右のおもりの重さと支点からの距離を調べ，てこがつり合うときのきまりを発見す
るとともに，てこを利用した道具の仕組みや使い方を考え，身の回りのさまざまな道具でてこが利用され
ていることをとらえることができるようにする。

《単元の流れ》 11時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 棒で重い物を持ち上げよう ４時間

・ てこをどのよ １ 問題を見いだす ・ 支点，力点，作用点の説明を聞く。 複数事象の提示
うに使うと，お ・ てこで重い物が楽に持ち上がる様子を 工夫点１
もりを小さい力 観察する。
で持ち上げられ 予想や仮説をもつ ・ 支点から力点や作用点までの距離が手
るかを考える。 ごたえに関係しているのではないかと考

える。

・ てこを使っ １ 観察，実験の方法を考える ・ 条件を制御しながら，支点から力点， ポイントを明確
て，おもりを小 支点から作用点までの距離と手ごたえの にして話し合う
さい力で持ち上 関係を調べる実験の方法を考える。 工夫点２
げる方法を調べ
る実験方法を考
える。

・ てこを使っ １ 観察，実験を行う ・ 実験を行う。
て，おもりを小 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで確
さい力で持ち上 認する。
げる方法を調べ 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめる。
る実験を行い，
結果を記録し，
考察する。

・ てこの支点か １ 考察し，結論を得る ・ グループで話し合い，発表する。
らの距離と，加 ・ てこを傾ける働きが大きい方に傾き，
わる力との関係 振り返り，広げる 等しいと水平になることを確認する。
についてまと
め，理解を深め
る。

２ てこのはたらきにはどんなきまりがあるか ３時間

・ てこが水平に １ 問題を見いだす ・ てこが水平につり合っている様子を観 複数事象の提示
つり合うときに 察する。 工夫点３
きまりがあるか 予想や仮説をもつ ・ 「てこがつり合うとき，支点からの距
どうかを考え 離とおもりの重さにきまりがあるにでは ポイントを明確
る。 ないか」と考える。 にして話し合う

観察，実験の方法を考える ・ 実験の手順とまとめ方を考える。 工夫点４

・ てこが水平に １ 観察，実験を行う ・ 実験を行う。
つり合うときの 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで確
おもりの重さと 認する。
支点からの距離 考察し，結論を得る ・ 自分の推論をノートにまとめる。
を調べる実験を
行い，結果を記
録し，考察する。

・ てこが水平に １ 考察し，結論を得る ・ グループで話し合い，発表する。
つり合うときの ・ つり合うときの支点からの距離，おも
きまりについて りの重さの関係についてまとめる。
まとめ，理解を 振り返り，広げる ・ 実験結果を基に，てこで重い物が小さ
深める。 い力で持ち上がった理由を説明する。

３ てこが水平につり合うときのきまりを使って物の重さを調べよう ２時間

・ てこを使って １ 振り返り，広げる ・ 実験用てこを使い，物の重さを比べた
物の重さを比べ り，量ったりする方法を考え，実際にや
たり，量ったり ってみる。
して理解を深め ・ てんびんについて説明を聞く。
る。

・ てこやてんび １ 振り返り，広げる ・ てこやてんびんを利用したはかりをつ
んを利用したは くり，物の重さを量る。
かりをつくり，
理解を深める。

４ てこを利用した道具をさがそう ２時間

・ 身の回りのて ２ 振り返り，広げる ・ てこを利用した道具を探し，支点，力 複数事象の提示
こを利用した道 点，作用点の位置を確認する。 工夫点５
具を探し，学習 ・ てこを利用した道具のしくみについて
内容をまとめ， 考える活動を行う。
理解を深める。 ・ 単元のまとめをする。

６年「７ てこのはたらき」

【単元の目標と流れ】
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第６学年「７ てこのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P112～115 10月下旬～11月上旬 本時１／11

《本時のねらい》

てこをどのように使うと，おもりを小さい力で持ち上げられるかを考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 同じ重さのおもり，同じ長さの棒でてこをつくり，支点の位置を変えて手ごたえを比

較させる。

〈事象Ａ〉支点を力点に近付けたてこ 〈事象Ｂ〉支点を作用点に近付けたてこ

（重く感じる） （軽く感じる）

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

てこを使って実際に持ち上げてみた感覚や，これまでの生活体験を根拠に考えさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす ▼ 棒と角材を使って物を持ち上げる

● てこを使って ことができるんだ。

おもりを持ち上

げる。

▼ 押す位置やおもりの位置を変える ○ てこを実際に使ってみて，物を

と，手ごたえが変わるのはなぜだろ 持ち上げる働きがあることを実感

う。 させる。

□ 安全のため，おもりを急に下ろ

したりしないように注意する。

□ てこを実際に使うことで，使い

方によって手ごたえが違うことに

気付かせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ (てこで持ち上げる様子を見
せ)棒の１点を支えにして，力を
加えて物を持ち上げる物をてこ
といいます。てこを使って物を
持ち上げたみましょう。

具体的な体験

■ 棒を押す位置やおもりの位置を変
えると，軽く感じたり重く感じたり
する。(手ごたえが変わる)

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程１／11】
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● てこについて

の説明を聞く。

▼ 支点は棒の中心なのかな。 ○ 考えを言葉で表現させるために

▼ 力点と作用点の区別がつかない。 てこの各部の名称を教える。

● 事象Ａと事象

Ｂを比較し，共

通点と差異点を

見いだす。

○ てこを使うと，同じ物でも重く

感じたり軽く感じたりする要因に

▼ 重く感じる方は，支点が力点(力 ついて考えさせる。

を加えているところ)に近くなって □ 「支点の位置が違う」という意

いる。 見が出た場合は，支点から力点，

▼ 軽く感じる方は，支点が作用点(お 作用点の距離が両方変化している

もりを持ち上げるところ)に近くな ことを確認させる。

っている。 □ 力点に力を加えて，作用点にあ

る物を持ち上げていることを確認

させ，

重く感じる→大きい力で押す

軽く感じる→小さい力で押す

▼ 支点の位置が手ごたえに関係する と言い換えさせる。

のではないか。

○ 児童の考えを整理させる。

問題 てこをどのように使うと，おもりを小さい力で持ち上げられるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 実際にやってみると，支点と力点

● てこをどのよ や作用点との距離が関係しているよ

うに使うと，お うに感じる。

もりを小さい力 ▼ シーソーで遊んだときの体験を思

で持ち上げられ い出すと… ○ これまでの生活体験や提示した

るか考え，仮説 ▼ この時間の最初に，てこで持ち上 複数事象などから考えた事を，根

をノートに記入 げたときの体験から考えて… 拠にして仮説を立てさせる。

する。 ▼ 事象Ａ，Ｂの比較から考えて…

○ 次の時間の予告をし，見通しを

もたせる。

▼ 実際に調べてみよう。

■ 支点から作用点までの距離が短い
と小さい力で持ち上げられるだろう。

→【仮説①】
■ 支点から力点までの距離が長いと
小さい力で持ち上げられるだろう。

→【仮説②】

◎ てこをどのように使うと，小
さい力で持ち上げられるか，仮
説を立て，理由も考えてノート
に書きましょう。主体的な問題解決

◎ 次の時間に，実験で確かめる
方法を考えましょう。

◎ 工夫点１(てこの事象Ａ，Ｂを
見せ，体感させて)Ａは重く感じ，
Ｂは軽く感じました。ＡとＢを
比べて，何が同じで何が違いま
すか。気付いたことをノートに
書きましょう。 具体的な体験

■ 小さい力で重い物を持ち上げるこ
とができると便利だ。

■ てこをどのように使うと，力点に
加える力が小さくてすむのだろう

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

Ａ Ｂ

同じ ・ 棒の長さ
ところ ・ おもりの重さ

・ 手で押している

違う 感じ方 軽く感じる 重く感じる
ところ 支点 手に近い おもりに近い

◎ てこには支点，力点，作用点
があります。

■ てこの支点，力点，作用点を理解
できた。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程１／11】
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第６学年「７ てこのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P116～117 10月下旬～11月上旬 本時２／11

《本時のねらい》

てこを使って，おもりを小さい力で持ち上げる方法を調べる実験方法を考える。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。また，条件制御のポイントを明確にする。

・ 支点の位置を変えず，棒の中央にする。（棒の重さが実験に影響するため）
・ 支点から作用点までの距離と手ごたえの関係を調べるときは，力点を固定し，支点から力点
までの距離を変えない。

・ 支点から力点までの距離と手ごたえの関係を調べるときは，作用点を固定し，支点から作用
点までの距離を変えない。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 てこをどのように使うと，おもりを小さい力で持ち上げられるのだろうか。

観察，実験の
方法を考える
● てこを使っ
て，おもりを小
さい力で持ち上 ○ 実験の方法を考えさせることで
げる方法を調べ 実験の必要感をもたせ，意欲的に
る実験方法を考 取り組ませる。
える。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
▼ 支点から作用点までの距離が短い るよう，教師がポイントを把握し，
と軽く感じると思うので，それ以外 実験方法を考えさせる。
は変えない方が良い。 □ ２つ以上の要因がある場合，条

▼ 支点から力点までの距離が長いと 件を制御する必要があることを十
軽く感じると思うので，それ以外は 分に意識させ，じっくり時間をか
変えない方が良い。 けて考えさせたい。

▼ 支点の位置を棒の真ん中にしない ○ 次時の学習の予告をし，考えを
と，バランスが悪い。 もたせる。

▼ 棒の重さが手ごたえに関係するか
もしれない。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件は何です
か。
・ 支点から作用点までの距離
と手ごたえの関係を調べる場
合

・ 支点から力点までの距離と
手ごたえの関係を調べる場合

⑤ 注意点は何ですか。
主体的な問題解決

４ 軽く感じる原因と考えられるのが
「支点から作用点までの距離」と「支
点から力点までの距離」の２つなの
で，どちらかの条件を変えないで調
べる必要がある。

４ 支点から作用点までの距離を変え
て調べる場合，力点は固定する。

【仮説①】→【実験①】
４ 支点から力点までの距離を変えて
調べる場合・作用点は固定する。

【仮説②】→【実験②】

２ 前の時間に使ったてこで，支点や
おもりの位置を変えて，手ごたえを
調べる。

５ 支点の位置を変えない。
５ おもりを急に落としたりしない。

◎ 次の時間に，実験で確かめま
しょう。

１ てこをどのように使うと，おもり
を小さい力で持ち上げられるかを調
べる。

３ 支点から作用点までの距離，支点
から力点までの距離と手ごたえの関
係がどうなっているかを見る。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程２／11】



６年 ７ - 6 -

第６学年「７ てこのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P117 10月下旬～11月上旬 本時３／11

《本時のねらい》

てこを使って，おもりを小さい力で持ち上げる方法を調べる実験を行い，結果を記録し，考察

する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 てこをどのように使うと，おもりを小さい力で持ち上げられるのだろうか。

観察，実験を行う

● てこを使っ

て，おもりを小

さい力で持ち上

げる方法を調べ

る実験を行う。

▼ 支点は棒の中央に固定しよう。 ○ 実験の視点を明確にさせる。

▼ 力点を棒の先に固定し，作用点を □ 実験の手順を演示し，注意が必

棒の先から支点に近付けていこう。 要な点を全体で確認する

▼ 作用点を棒の先に固定し，力点を ・ 支点の位置を棒の中央に固定する。

棒の先から支点に近付けていこう。 ・ 作用点の位置を変化させるときは，

▼ どちらに動かすと軽く感じるよう 力点を固定する。(逆も同様)

になるかノートに記録しよう。 □ 安全のため，てこに急に力を加

えたり，放したりしないように注

意する。

結果を整理する

● 実験結果をノ

ートにまとめ，

グループで確認 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

し合う。 めさせる。

考察し， ▼ 支点から作用点や力点までの距離

結論を得る は，手ごたえに関係があるようだ。

● 結果から分か ▼ 重い物を楽に持ち上げるために

ったことをノー は，支点から作用点までの距離を短

トに記入する。 く，支点から力点までの距離を長く ○ 仮説と比較して考え，結論を導

すればよいようだ。 き出させる。

▼ てこの働きには何かきまりがある

のだろうか。

○ 次時の学習の予告をし，考えを

もたせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件に注意し
ながら，てこの実験を行い，手
ごたえの変化をノートに記録し
ましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 調べる(変える)条件と，同じにす
る(変えない)条件に注意しながら実
験を行い，手ごたえの変化をノート
に記録しよう。

■ てこに急に力を加えたり，放した
りしないように注意しよう。

■ 支点から作用点までの距離が短い
ほど小さい力で持ち上げられた。

■ 支点から力点までの距離が長いほ
ど小さい力で持ち上げられた。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間に，各グループで話
し合い，発表しましょう。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程３／11】
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第６学年「７ てこのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P118 10月下旬～11月上旬 本時４／11

《本時のねらい》

てこの支点からの距離と，棒に加わる力との関係についてまとめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

てこを傾ける働きについて確認し，実際にてこを使って体験させることで，理解を確かなもの
にさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

考察し，
結論を得る
● 実験結果から
分かったことを
グループで話し ○ クラス全体で結論を共有するこ
合い，発表する。 とで，自ら出した結論を確かなも

のにさせる。
▼ 私たちの考えと同じだ。
▼ てこを傾ける働きは，支点からの
距離に関係があるようだ。

振り返り，広げる
● てこを傾ける
働きについての
説明を聞く。

▼ 手で棒を押すのとおもりをつり下 ○ 同じ大きさの力(同じ重さのお
げるのは同じ働きになるんだ。 もり)でも，支点からの距離によ

▼ 同じおもりなのに，力点の位置を って，てこを傾ける働きが変化す
変えるだけで傾ける働きが変わるん ることに気付かせる。
だ。 □ 力点に下げるおもりは，作用点

▼ てこがどちらにも傾かないで水平 のおもりと同じ質量にしておく
になるということは，傾ける働きが と，力点の位置を変えたときに「同
等しいということなんだ。 じ重さなのに傾いた…」という疑

▼ 棒を傾ける働きは，同じ重さのも 問をもたせることができる。
のでも，支点に近付くと小さくなり，
支点から遠ざかると大きくなるん
だ。

● てこを傾ける
働きの規則性に
興味をもつ。

▼ 実際に確かめてみて，確かに同じ
重さのおもりでも，支点からの距離 ○ 支点からの距離や重さとてこを
によって棒を傾ける働きが変わる。 傾ける力の関係について興味をも

たせ，次時の学習につなげさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の時間に考えた結論をグ
ループで話し合い，まとめ，発
表しましょう。 主体的な問題解決

■ 実験の結果から，てこを使ってお
もりを持ち上げる場合，支点と作用
点の距離を短くしたときや，支点と
力点の距離を長くしたときに小さい
力で持ち上げられるようになると言
える。

◎ (てこの力点におもりを下げ
て)おもりを下げると手で棒を押
すのと同じ働きになります。

◎ (力点のおもりを支点に近付け
たり離したりして)てこは傾ける
働きが大きい方に傾きます。

◎ 傾ける働きが同じだと，てこ
は水平につり合います。

■ 支点からの距離や重さと，てこを
傾ける働きには，きまりのようなも
のがあるのではないか。

◎ てこを使って，傾ける働きや
つり合うようすを体験しましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ てこは，傾ける働きが大きい方に
傾く。

■ てこは，傾ける働きが同じだと，
水平につり合う。

■ 同じ重さのものでも，支点からの
距離によって，てこを傾ける働きが
変わる。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程４／11】
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みやぎ理科指導ポイント集２０１１では，６年「てこのはたら

き」の単元で活用できる実験例を紹介しています。今回の

授業案には載せていないものを紹介します。

棒を使っての活動に加え，児童になじみ

深い遊具（シーソー）を利用し，遊び感覚

の中で，乗る人（おもり）の位置や力を加

える位置を変えて，人（おもり）を持ち上

げる活動を行う方法も考えられる。

シーソーを利用した導入

こんなやり方もありますよ！

自作のはかり
身近にあるものを利用して簡

単に「自作のはかり」が作れる。

準備物

１．木の棒 １本 30cm程度のもの

２．目玉クリップ ３個

３．1.5ℓペットボトル １本 底が四角のもの

４．ひも ２本 20cm程度

５．つまようじ １本

６．ガムテープ

７．チャック式ポリ袋 ２袋 小さいもの
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第６学年「７ てこのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P119～120 10月下旬～11月上旬 本時５／11

《本時のねらい》

てこが水平につり合うときに，きまりがあるかどうかを考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ てこが水平につり合っている事象を２種類提示し，比較させる。

〈事象Ａ〉支点からの距離とおもりの重さがど 〈事象Ｂ〉支点からの距離とおもりの重さがど
ちらも同じてこ ちらも違うてこ

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

前時までの学習を思い出させ，てこを傾ける働きを根拠に考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。また，条件制御のポイントを明確にする。

・ 左右のうでのそれぞれ一カ所ずつにおもりを下げる。
・ 左右のどちらかのおもりの位置，重さを固定し，もう一方の位置も固定して，重さだけを変
化させながらつり合いを調べる。その後，位置を変えて同じように調べる。

・ 表を作って分かりやすく記録する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ てこが水平につり合うときは，
おもりの重さや下げる位置に規則

▼ Ｂはおもりの重さも支点からの距 性があることを予想させる。
離も違うのに，どうしてつり合うの
だろう。

○ 児童の考えを整理させる。

▼ 調べてみたい。

問題 てこが水平につり合うには，どのようなきまりがあるのだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点３(てこが水平につり合
っている事象Ａ，Ｂを見せて)
Ａ，Ｂはどちらも水平につり合
っています。ＡとＢを比べて，
何が同じで何が違いますか。気
付いたことをノートに書きまし
ょう。 具体的な体験

Ａ Ｂ

同じ ・ 同じてこ実験器
ところ ・ どちらもつり合っている

・ おもりの合計の数が同じ

違う おもり 左２，右２ 左３，右１
ところ 支点からの

距離(目もり) 左６，右６ 左２，右６

■ てこが水平につり合うときにはき
まりがあるのではないか。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程５／11】
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６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程５／11】

予想や仮説をもつ
● てこが水平に
つり合うときの
きまりについて
考え，仮説をノ
ートに記入す
る。 ○ これまでの学習経験や，提示し

た複数事象を根拠にして，仮説を
▼ 前の時間までの学習や，事象Ａ， 立てさせる。
Ｂが水平につり合っている様子から □ 前時に学習した，棒を傾ける働
考えて… きを思い出すように促す。

□ 前時の学習が定着していない場
合は，全体で復習する。

▼ 計算で求められるのではないか。

観察，実験の
方法を考える
● てこが水平に
つり合うときの
きまりについて ○ 実験の方法を考えさせることで
調べる実験方法 実験の必要感をもたせ，意欲的に
を考える。 取り組ませる。

▼ 何カ所も下げると，どれとどれが
つり合っているのか分からない。

▼ 位置やおもりを左右のどちらとも ○ 大切な点を押さえた話合いにな
変化させると，きまりが分かりにく るよう，教師がポイントを把握し，
い。 実験方法を考えさせる。

□ 左右のおもりを付ける場所を決
めて，おもりの数だけを変化させ
ながら，きまりを見付けるよう指
示する。

○ 次の時間の見通しをもたせる。

▼ きまりを見付けられるようにしっかり
実験に取り組もう。

■ てこが水平につり合うときには，
おもりの重さや支点からの距離に，
きまりがあるだろう。

・ 支点からの距離が左右同じときは，
おもりの重さを同じにするとつり合
うだろう。

・ 片方の支点からの距離を短くした
ときは，おもりの重さを重くすると
つり合うだろう。

・ 片方の支点からの距離を長くした
ときは，おもりの重さを軽くすると
つり合うだろう。

▲ 水平につり合うときは棒を傾ける
働きが等しい。

▲ 棒は，傾ける働きが大きい方に傾
く。

▲ 棒を傾ける働きは，おもりが支点
に近いほど小さく，支点から遠いほ
ど大きい。

◎ てこが水平につり合うには，
どのようなきまりがあるか，仮
説を立て，理由も考えてノート
に書きましょう。主体的な問題解決

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えて行きま
しょう 主体的な問題解決

◎ 工夫点４(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件は何です
か。

⑤ どのように記録しますか。
⑥ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

２ てこ実験器を使って，左右のいろ
いろな目盛りにおもりを付けて，つ
り合うときの条件を調べる。

４ 左右一カ所ずつにおもりを付ける。
４ 左右のどちらかのおもりの位置，
重さを固定する。

４ もう一方の位置を固定し，おもり
の数だけを変化させる。

４ 他の位置で同じようにして調べる。

５ 表を作って記録する。

◎ 次の時間に，実験で確かめま
しょう。

左 右

おもりの位置 ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

おもりの重さ(ｇ) １０

予想

１ てこが水平につり合うときのきま
りを調べる。

３ てこがつり合っているときに，左
右の目盛り，おもりの数に関係があ
るかどうかを見る。

６ しっかり予想してから実験を行う。
６ きまりが見つかったら，自分の考えが
正しいかどうかをもう一度確かめる。
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第６学年「７ てこのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P120～121 10月下旬～11月上旬 本時６／11

《本時のねらい》

てこが水平につり合うときの，おもりの重さと支点からの距離を調べる実験を行い，結果を記
録し，考察する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 てこが水平につり合うには，どのようなきまりがあるのだろうか。

観察，実験を行う
● てこが水平に
つり合うときの
おもりの重さと
支点からの距離
を調べる実験
を行う。

○ 実験の視点を明確にさせる。
□ 実験の手順を演示し，注意が必
要な点を全体で確認する。
・ 左のうでのおもりの位置と重さは
固定し，右のうでのおもりを変化さ
せる。

・ すべての位置のつり合いを調べた
▼ 実験の前に，予想をしっかりしよう。 ら，左うでのおもりの数や位置を変
▼ 左のうでのおもりの位置と重さを固 えて同様に調べる。
定し，右のうでのおもりを変化させて □ 安全のため，てこ実験器のうで
つり合いを調べよう。 が回転しないように，ストッパー

▼ できるだけたくさんの実験ができる が働くかどうかを確認しておく。
ようにしよう。

結果を整理する
● 実験結果を
ノートにまと
め，グループ
で確認し合 ○ 結果を分かりやすく明確にまと
う。 めさせる。

□ 10ｇのおもりではつり合わない
位置がある。(左６，10ｇのとき
の右４，５など）きまりを見付け
るためには，あまり細かい数にな
らない方が考えやすい。

□ きまりを見いだした段階で，そ
のきまりを確かめる活動を行い，
１ｇ単位のおもりを使って実験さ
せたい。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 実験の前に，結果を予想し，
ノートに記入しましょう。

◎ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件に注意し
ながら実験を行い，おもりの位
置と重さをノートに記録しまし
ょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 調べる(変える)条件と，同じにす
る(変えない)条件に注意しながら行
い，おもりの位置と重さをノートに
記録しよう。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

左 右

おもりの位置 ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

おもりの重さ(ｇ) １０

予想 60 30 20 15 12 10

※ 実験の前に予想を記入する。

左 右

おもりの位置 ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

おもりの重さ(ｇ) １０ 60 30 20 ＊ ＊ 10

予想 60 30 20 15 12 10

左 右

おもりの位置 ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

おもりの重さ(ｇ) ２０ 120 60 40 30 ＊ 20

予想 120 60 40 30 24 20

左 右

おもりの位置 ４ １ ２ ３ ４ ５ ６

おもりの重さ(ｇ) ３０ 120 60 40 30 ＊ 20

予想 120 60 40 30 24 20

※ 左うでのおもりをいろいろ変化させて実験する。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程６／11】
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６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程６／11】

▼ 実験をやるうちに，だんだん次の
おもりの数が予想できるようになっ
てきた。

▼ 計算で求められるのではないか。

考察し， ▼ 支点に近いほど重いおもりにな
結論を得る り，遠いほど軽いおもりになる。
● 結果から分か ▼ 支点からの距離が半分になると，
ったことをノー おもりの重さは倍になる。
トに記入する。 ▼ 位置と重さの数を掛けると，同じ

数になっている。 ○ 仮説と比較して考え，結論を導
▼ 位置と重さは反比例の関係になっ き出させる。
ている。

○ 次の時間の見通しをもたせる。

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間に，各グループで話
し合い，発表しましょう。

■ いくつかの表に記入するうちに，
予想できるようになってきた。

■ 位置と重さの関係には，きまりが
ありそうだ。
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第６学年「７ てこのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P121～122 10月下旬～11月上旬 本時７／11

《本時のねらい》

てこが水平につり合うときのきまりについてまとめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

以前に行った重い物を楽に持ち上げる実験と，てこがつり合うときのきまりを見付ける実験を

関係付けて考させ，てこのきまりを説明させることで，理解を確かなものにさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

考察し，

結論を得る

● 実験結果から

分かったことを ○ クラス全体で結論を共有するこ

グループで話し とで，自ら出した結論を確かなも

合い，発表する。 のにさせる。

□ 結論で「おもりの重さ×おもり

の位置」が出てきていないグルー

プには，机間指導で「おもりを下

げなくても，つり合いが分かる方

法はないか」と助言し，気付くよ

うに促す。

□ 算数の反比例と関連づけて考え

させる方法もある。結論を考えら

れた児童に助言するとよい。

▼ 私たちの考えと同じだ。

振り返り，広げる ▼ 左の６の位置に10ｇのおもりを付

● てこが水平に けたときの，右の４，５の位置は，

つり合うときの つり合わせることができなかった。

きまりが成り立

つことを確認す

る。

○ てこが水平につり合うときのき

まりが，実際に成り立つことを確

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の時間に考えた結論をグ
ループで話し合い，まとめ，発
表しましょう。 主体的な問題解決

■ 実験の結果から，てこが水平につ
り合うときにはきまりがあると言え
る。

■ てこを傾ける働きは

力の大きさ(おもりの重さ)

×
支点からの距離(おもりの位置)

で表すことができる。
■ 左右のうでのてこを傾ける働きが
等しいとき，水平につり合う。

右のうでを傾ける働き
(力の大きさ×支点からの距離)

＝

左のうでを傾ける働き
(力の大きさ×支点からの距離)

◎ 皆さんが見付けたきまりを確
認してみましょう。

◎ 前回の実験でつり合わなかっ
たところはどうなるか，計算し
て求めてみましょう。

◎ 計算した結果が正しいかどう
か，小さいおもりを使って確か
めてみましょう。

自然や生活との関係
具体的な体験 主体的な問題解決

■ てこが水平につり合うときのきま
りを使うと，左６×10＝60 なので

右 ４×□＝60 □＝15
５×□＝60 □＝12

となるはずだ。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程７／11】
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６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程７／11】

▼ ５ｇや２ｇのおもりがあれば，水 認させる。

平につり合わせることができる。 □ 前回の実験は10ｇのおもりだっ

▼ てこ実験器で確かめてみよう。 たので，つり合わなかったところ

がある。てこ実験器で確認させる

ために，１ｇや５ｇのおもりを準

備する。

▼ 計算のとおりになった。

▼ 結論は正しかった。

● てこで，重い ▼ 支点から近いほど大きな力，支点

物を小さい力で から遠いほど小さい力でつり合う。

持ち上げること ▼ 支点から力点までの距離が，支点

ができた理由を から作用点までの距離の２倍の時，

考え，説明する。 力点に加える力は半分になる。距離 ○ 実験から得た結論を活用して，

が３倍になると力は１／３になる。 日常生活での現象を説明できるよ

▼ 力点の方の傾ける働きが大きくな うにさせる。

ると持ち上がる。 □ 以前に行った重い物を小さい力

で持ち上げる実験と，てこのつり

合いを調べる実験を関係付けて考

えるようにうながす。

□ 教科書P122の図のように，てこ

▼ だから，支点と作用点までの距離 実験器がつり合っている図を使う

より，支点から力点までの距離の方 と説明しやすいことを助言する。

が長いと軽く感じるんだ。

◎ てこを傾ける働きやてこが水
平につり合うときのきまりを使
って，おもりが小さい力で持ち
上がった理由を考えましょう。

自然や生活との関係

■ 支点からの距離が長いと小さい力
でつり合うので，支点と作用点の距
離を短く，支点と力点の距離を長く
するほど軽く感じる。

左 右

おもりの位置 ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

おもりの重さ(ｇ) １０ 60 30 20 15 12 10

予想 60 30 20 15 12 10
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第６学年「７ てこのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P123～124 10月下旬～11月上旬 本時８／11

《本時のねらい》

てこを使って物の重さを比べたり，量ったりして，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

てこを利用して物の重さを量る方法を考えさせ，てこの有用性を実感させる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ 左右のうでを傾ける働きを同じに

● てこを使って すれば水平につり合う。

物の重さを比べ ▼ 傾いた方がてこを傾ける働きが大

たり，量ったり きい。

する方法を考え ▼ 傾いた方が重いとは限らない。

る。

○ これまでの学習を活用して，は

かりの原理について考えさせる。

□ 重さを比較するには，支点から

の距離を等しくした方が分かりや

すいことに気付かせるために，お

もりが軽い方にてこが傾く例など

を提示する。

● てこ実験器を ▼ てこがつり合ったので，消しゴム

使って，物の重 は○○ｇだ。

さを量る。 ▼ 消しゴムと鉛筆では消しゴムの方

に棒が傾いたので，消しゴムの方が

重い。 ○ これまでの学習を活用して考え

▼ 支点からの距離を同じにしなくて た，はかりの原理を確かめさせる。

も，量ることができる。 □ 質量の小さいおもりを準備して

▼ 支点からの距離を半分にすると重 おくと正確に量ることができる。

さが倍の時につり合うので…。 □ 支点からの距離が違っていても

重さを量れることにも気付かせた

い。

● てんびんにつ

いての説明を聞

く。

▼ 上皿てんびんも，支点と左右の皿

の距離は等しかった。 ○ これまでの学習内容をまとめ，

理解させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 水平につり合った棒の支点から，
左右同じ距離に同じ重さの物をつる
すと，棒は水平につり合う。このよ
うな道具をてんびんという。

◎ てこが水平につり合うときの
きまりを使って，物の重さを比
べたり，量ったりするには，て
こをどのように使ったらよいか
考えましょう。

自然や生活との関係

■ 支点からの距離が左右同じところ
に２つの物を下げれば，２つの物は
同じ重さになる。

◎ てこ実験器を使って，身の回
りの物の重さを量ってみましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 水平につり合った棒の支点か
ら，左右同じ距離に同じ重さの
物をつるすと，棒は水平につり
合います。このような道具をて
んびんといいます。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程８／11】
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第６学年「７ てこのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P125 10月下旬～11月上旬 本時９／11

《本時のねらい》

てこやてんびんを利用したはかりをつくり，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

てこやてんびんのきまりを利用したはかりをつくり，てこの有用性を実感させる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ てんびんを作る場合，棒の中心に

● てこやてんび ひもを固定し，棒だけでつり合わな

んを利用したは ければならない。

かりをつくる。 ▼ 分銅をつるすひもやクリップ，乗

せる皿などを固定する場合，支点か ○ これまでの学習を活用して，は

らの距離を同じにして，つり合わな かりをつくり，理解を深めさせる。

ければならない。 □ 左右の支点からの距離や重さが

▼ 小さいおもりまで準備すると，正 等しいときにつり合うことを意識

確に量れる。 させるために，初めに，てんびん

▼ てこを利用したはかりを作る場 ばかりを作るように指示する。

合，重さの分かっているおもりを動 □ 物を動かして重さを量れること

かして印を付けなければならない。 を実感させるために，てんびんば

▼ てこを利用したはかりの方が，お かりの後に，左右の腕の長さが違

もりをずらすだけなので便利だ。 う，てこを利用したはかりをつく

るよう指示する。

□ 教科書P125やポイント集を参考

にする。→ポイント集2011 P151

● てこやてんび

んを利用したは

かりの学習を振

り返り，まとめ ○ クラス全体で考えを共有するこ

る。 とで，学習を振り返り，考えを広

げさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ てこやてんびんのきまりを利
用したはかりを作ってみましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ てこやてんびんを使っておもりの
重さを量れることが理解できた。

■ はかり以外のてこを利用した道具
について調べてみたい。

◎ はかりをつくる活動で，工夫
したことや発見したことを発表
しましょう。 自然や生活との関係

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程９／11】
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第６学年「７ てこのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P126～129 10月下旬～11月上旬 本時10・11／11

《本時のねらい》

身の回りのてこを利用した道具を探し，学習内容をまとめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

てこを利用した道具の支点，力点，作用点の場所を探す活動や，てこのきまりが成り立つこと
を確認する活動を行い，てこの有用性を実感させる。

工夫点５ 両端の太さが同じ棒と，太さが違う棒を回して力比べをする事象を提示し，比較させ
る。輪軸もてこの働きであることに気付かせる。

〈事象Ａ〉両端の太さが同じ棒を回して力比べ 〈事象Ｂ〉両端の太さが違う棒を回して力比べ

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ ペンチや釘抜き，はさみは「作用
● てこを利用し 点，支点，力点」の順になっている。
た道具について ▼ 栓抜き，空き缶潰し器は「支点，
考え，理解を深 作用点，力点」の順になっている。
める。 ▼ ピンセットやステープラーは「支

点，力点，作用点」の順になってい
る。

○ これまでの学習を活用して，身
の回りの道具について考え，てこ
の有用性を実感させ，理解を深め
させる。

▼ てこは３種類に分けられる。 □ 教科書P126～127の写真を参考
▼ 小さな力で大きな力を生み出す道 にして，家庭にある道具を持って
具にてこが使われていることが多 こさせる活動を行うと良い。
い。 □ 色別のシールを３色準備する。

▼ ピンセットのように細かい作業を →ポイント集2011 P150
行う道具や，小さい動きを大きな動 □ 釘抜きやペンチの力点を，作用
きに変えて利用する道具などにも使 点に近付けたり遠ざけたりする活
われている。 動を行うと，力点が作用点から遠

いほど小さい力で道具が使えるこ
とを自覚できる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 身の回りにある，てこを利用
した道具を探してみましょう。

◎ てこを利用した道具の支点，
力点，作用点はどこにあるのか
を考え，シールを貼って確認し
ましょう。

◎ どのように使うと小さな力で
大きな力を作り出せるのか，便
利なのか等について考え，話し
合ってみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

※ てこを利用した道具の例

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程10・11／11】
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６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程10・11／11】

※ 輪軸の活動例
● 輪軸は，太い
部分を回すと，
細い部分に大き
な力が働くこと
に気付く。

○ 棒の太さが太い方が，回す働き
▼ 太い方が必ず勝つのはどうしてだ が大きくなることに気付かせる。
ろう。 □ 太い方が必ず勝つことに気付か

▼ 太い方が小さい力で回すことがで せるために，同じ組合せでＡ，Ｂ
きるのかな。 両方を体験させたり，逆回転させ

たりする。

▼ 棒を太い方から見ると中心から力
点が遠い。細い方は中心に近い。

▼ 棒を端から見
みると，細い方 ○ 輪軸はてこの働きが利用されて
と太い方では支 いることに気付かせる。
点からの距離が □ 児童からの意見がなかなか出な
違うぞ。 い場合は，「棒の端から見て，回

▼ てこが水平に 転の中心を支点と考えると…」と
つり合うとき， ヒントを与えてみる。
支点に近いほどおもりを重くしなけ □ 図を描いて説明すると，これま
ればならなかった。 での学習との関係に気付きやす

い。

▼ ドライバーは輪軸ではないか。
▼ ドアノブは輪軸ではないか。
▼ 細いドライバーと太いドライバー
では，太いドライバーの方が回しや ○ 輪軸のしくみを理解させ，身の
すいはずだ。 回りの輪軸について考えさせる。

▼ 確かめてみたい。 □ 柄の部分が細いドライバと太い
ドライバーを使って，実際にねじ
を回してみると分かりやすい。

□ ドアノブやドライバーなどが輪
軸であり，てこの働きが利用され
ていることに気付かせたい。

▼ てこを利用した道具はたくさんあ
ることが分かった。

● 「てこのはた
らき」の単元で
学習したことを
振り返り，まと
める。 ○ てこについての既習事項を確認

させ，知識に定着を図り，理解を
▼ もっといろいろなてこについて調 深めさせる。
べてみたい。

■ てこの支点，力点，作用点や，て
こを傾ける働きのきまりについて，
理解できた。

■ てこは，はかりや釘抜きなどの道
具に利用されていることを理解でき
た。

◎ 教科書P128～129を使って，こ
れまでの学習を振り返りましょ
う。

◎ 工夫点５(事象Ａ，Ｂを見せ，
体感させて)ＡとＢを比べて，何
が同じで何が違いますか。気付
いたことをノートに書きましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

Ａ Ｂ

同じ ・ どちらも棒を回している。

ところ ・ 同じ人が回している。

ちがう 棒の太さ 両端が同じ太さ 片方が太い

ところ 勝敗 力の強い方が勝つ 太い方が勝つ

■ 太い部分を回すと，細い部分より
大きい力が働くのではないか。 ◎ 太い方が必ず勝つ仕組みにつ

いて，てこの学習を思い出しな
がら考えてみましょう。

自然や生活との関係

■ 太い部分は，細い部分より回転の
中心(支点)から遠いので，てこの働
きによって，大きい力が働くのでは
ないか。

◎ 太い部分に力を加えて回すと，
細い部分に大きな力が働きます。
このようなしくみを「輪軸」と
言います。
輪軸の仕組みを利用した道具

を探してみましょう。
自然や生活との関係

※ その他の活動例
・ 釘抜きを使って力点の位置を変化させ，手ごたえ
の違いを調べる。

・ ハサミで厚紙を切るとき，切りやすいのは先の方
か支点に近い方かを調べる。(ペンチなどでもできる)

・ 輪軸の柄の部分が太いものと細いものの手ごたえ
の違いを調べる。
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《単元名》

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P148～165 １月上旬～２月中旬 15時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「モーターを回すと，自分で
電気をつくることができる
か」
電気は，モーターを回すと

つくることができる。
（手回し発電機など）
電気は，光，音，運動など

に変えて，使うことができる。

○ 電流の性質
・ 回路と電流・電圧
・ 電流・電圧と抵抗
・ 電気とそのエネルギー

○ 化学変化と電池
・ 化学変化と電池

【３学年「風やゴムで動かそう」】

【３学年「太陽を調べよう」】

【中２学年「電気の世界】

【中３学年「化学変化とイオン」】

コイルに鉄心を入れて，電流を流すと，
電磁石になる。
電磁石には，Ｎ極とＳ極があり，電流

の向きが反対になると，極が反対になる。

「コンデンサは
どのようなは
たらきをして
いるか」
電気はコンデ

ンサなどに蓄え
て，使うことが
できる。

【４学年「電気のはたらき」】

【中１学年「身のまわりの現象」】

【中３学年「運動とエネルギー」】

【３学年「明かりをつけよう」】 【３学年「じしゃくにつけよう」】

「電熱線の太さによっ
て，発熱のしかたは
どのように変わるか」
電熱線に電流を流す

と，発熱する。
電熱線の太さを変え

て電流を流すと，発熱
の仕方が変わる。

【中３学年「科学技術と人間」】

【３学年「物の重さをくらべよう」】

乾電池と豆電球
と導線を回路にす
ると，豆電球に明
かりがつく。

磁石は，
鉄でできた
ものを引き
付ける。

電気を利用
したおもちゃ
を作る。
いろいろな

発電の仕組み
を調べる。
電気を性質

や働きを利用
した道具につ
いて調べる。

金属
は電気
を通す。

磁石の違う極同
士は引き合い，同
じ極同士は斥け合
う。

乾電池の向きを変えると
電流の向きが変わり，モー
ターの回る向きが変わる。

光電池
を利用し
たおもち
ゃを作る。

光電池に当たる
光が強くなると，
電気を起こす働き
が大きくなり，電
流も強くなる。

乾電池２個を直列に
つなぐと，電流が強く
なり，並列につなぐと，
１個のときとほとんど
変わらない。

電磁石
を利用し
た道具や
おもちゃ
を作る。

電流を強く
したり，導線
の巻数を多く
すると，電磁
石の働きが大
きくなる。

○ 電流と磁界
・ 電流がつくる磁界
・ 磁界中の電流が受ける力
・ 電磁誘導と発電

○ 静電気と電流
・ 静電気と電流

○ エネルギーと仕事
様々なエネルギーとその変換

【５学年「電気がうみ出す力」】

【中３学年「自然と人間」】

【６学年「電気とわたしたちのくらし」】（本単元）

【６学年「てこのはたらき」】

【５学年「ふりこのきまり」】

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【単元の系統図】
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こんなやり方もありますよ！

６年「電気とわたしたちのくらし」の単元では，いろいろな器

具を使って実験を行います。

器具の特徴や，注意点についていくつか紹介します。

「ハンドジェネレーター」「ゼネコン」など

とも呼ばれる。モーターにギアが取り付けら

れ，ハンドルにつながっている。ハンドルを

回すとモーターの軸を回すことになり，モー

ターの軸が回ると電気ができる現象(電磁誘

導)により，電流が(誘導電流)が流れる。

回す方向を反対にすると，電流の向きも反

対になるので，実験を行う際には回転の方向

にも注意する必要がある。(実験の際には，ど

ちらに回転させるかについても確認する)

「発光ダイオード」は

「ＬＥＤ」とも呼ばれ，

電球に比べて消費電力

が小さくほとんど発熱

しないため，最近は新

しい光源として使われ

るようになってきた。

極性(＋極と－極の区

別)があり，逆向きの電

流では発光しないので，

実験で回路を作る際に

は，確認する必要があ

る。

手回し発電機

発光ダイオード(LED)，コンデンサ

「コンデンサ」は

「キャパシタ」とも

呼ばれ，静電気とし

て電気を蓄えること

ができるものである。

容量はＦ(ファラッ

ド)という単位で表

される。

ＬＥＤと同様に極

性があるため，回路

を作る際には，確認

する必要がある。

※ ＬＥＤやコンデンサ以外に，電子オルゴールにも極性があり，電流の向き

が逆だと音が出ないので，注意が必要である。
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《単元の目標》

身の回りに見られる電気の利用について興味をもち，電気は，手回し発電機などを使ってつくり出した
り，蓄電器などに蓄えたりすることができることや，電気は，音熱などに変換されること，また，発熱に
ついては電熱線の太さによって発熱の仕方が変わることをとらえることができるようにする。さらに，電
気の性質や働きについて推論する能力を育てるとともに，それらについての理解を図ることができるよう
にする。

《単元の流れ》 15時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 電気はつくることができるのか ４時間

・ 電気はどのよ １ 問題を見いだす ・ 電気がどのようにしてつくられるの 複数事象の提示
うにしてつくら かを話し合う。 工夫点１
れるかを考え， ・ 手回し発電機で電気ができる様子を
手回し発電機を 観察する。
回すと電気がで 予想や仮説をもつ ・ モーターを回すと，自分で電気をつ ポイントを明確
きることに疑問 くることができるかどうかを考える。 にして話し合う
をもつ。 観察，実験の方法を考える ・ モーターの軸を回す方法を考える。 工夫点２

・ モーターを回 １ 観察，実験を行う ・ モーターを回して電気をつくる実験
すと電気ができ を行う。
るかどうかを調 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで
べ，結果を記録 確認する。
し，考察する。 考察し，結論を得る ・ モータを回すと電気ができることを

理解する。

・ 手回し発電機 １ 振り返り，広げる ・ 電気はどのように利用されているの
といろいろな器 かを話し合う。
具をつないでハ ・ 手回し発電機といろいろな器具をつ
ンドルを回し， ないでハンドルを回す実験を行い，結
器具の変化を調 果をノートにまとめ，クラス全体で確
べ，理解を深め 認する。
る。 ・ 電気はいろいろなものに変えて利用

していることを実感する。

・ 電気のつくら １ 振り返り，広げる ・ モーターを回すと電気ができ，発電
れ方についてま 機に利用されていることを理解する。
とめものづくり ・ モーターを使った発電機づくりを行
を行って，理解 う。
を深める。

２ つくった電気はためることができるのか ３時間

・ 電気を蓄えて １ 問題を見いだす ・ 手回し発電器とコンデンサ，発光ダ 複数事象の提示
利用している道 イオードをつないだ回路で明かりがつ 工夫点３
具について考 く様子を観察する。
え，コンデンサ 予想や仮説をもつ ・ コンデンサはどのような働きをして ポイントを明確
の働きに興味を いるのかを考える。 にして話し合う
もつ。 観察，実験の方法を考える ・ 実験の手順とまとめ方を考える。 工夫点４

・ コンデンサの １ 観察，実験を行う ・ コンデンサの働きを調べる実験を行
働きを調べる実 いう。
験を行い，結果 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで
を記録し，考察 確認する。
する。 考察し，結論を得る ・ コンデンサは電気をためて，使うこ

とができることを理解する。

・ 豆電球や発光 １ 振り返り，広げる ・ コンデンサに電気を蓄えて，豆電球
ダイオードにつ と発光ダイオードの明かりがついてい
いて調べ，電気 る時間を調べる実験を行う。
を効率的に使う ・ 結果をノートにまとめ，グループで
方法を考え，理 確認し，電気を効率的に使う方法を考
解を深める。 える。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【単元の目標と流れ】
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３ 電気は熱に変えることができるのか ４時間

・ 電気を熱に変 ２ 問題を見いだす ・ 電気を熱に変える器具について話し
える道具につい 合う。
て考え，電熱線 ・ 電熱線で発泡ポリスチレンを切る。
の働きに興味を ・ 違う種類の電熱線でろうそくを切る 複数事象の提示
もつ。 様子を観察する。 工夫点５

予想や仮説をもつ ・ 電熱線の太さによって発熱の仕方が
どのように変わるかを考える。

・ 電熱線の働き ２ 観察，実験の方法を考える ・ 実験の手順とまとめ方を考える。 ポイントを明確
を調べる実験の にして話し合う
方法を考えて実 観察，実験を行う ・ 電熱線の働きを調べる実験を行う。 工夫点６
験を行い，結果 ・ 結果をノートにまとめ，グループで
を記録し，考察 結果を整理する 確認する。
する。 ・ 電熱線は太いほど発熱することを理

考察し，結論を得る 解する。

４ 電気を利用した物をつくろう ４時間

・ 電気の性質を ２ 振り返り，広げる ・ これまでに学習した電気のつくられ
利用したおもち 方，利用の仕方などを基に，電気を利
ゃを作り，理解 用したおもちゃをつくる。
を深める。

・ いろいろな発 ２ 振り返り，広げる ・ いろいろな発電の仕組みや，電気を
電の仕組みや電 どのように変えて利用しているかを調
気の利用につい べる。
て調べ，学習の ・単元のまとめをする。
まとめをして，
理解を深める。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【単元の目標と流れ】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P148～149 １月上旬～２月中旬 本時１／15

《本時のねらい》

電気はどのようにしてつくられるのかを考え，手回し発電機を回すと電気ができることに疑問
をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 乾電池と，手回し発電機を使った回路で，豆電球に明かりをつける事象を提示し，共
通点と差異点について考えさせる。

※ 手回し発電機を速く回しすぎると豆電球が切れてしまうので，ゆっくり回すようにする。

〈事象Ａ〉乾電池で豆電球の明かりをつける。 〈事象Ｂ〉手回し発電機で豆電球の明かりをつ
ける。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

手回し発電機の中にモーターがあることに着目させ，モーターを回すと電気ができるのではな
いかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。

・ モーターの軸を直接回し，電気ができたかどうかを確かめる。
・ モーターの軸を直接回す方法を考える。
・ 電気ができたことを確かめる方法を考える。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 電気がどのよ
うにしてつくら
れるのかを話し
合う。

▼ 乾電池や光電池は前に勉強した。 ○ 電気のつくられ方に興味をもた
▼ 発電所でつくって，電線で送られ せる。
て，コンセントから出てくる。 □ これまでの学習を振り返らせ，

▼ バッテリーに充電すると使える。 乾電池，光電池は必ず出させる。
▼ 回すと電気ができる懐中電灯やラ □ 乾電池，光電池以外の電源，特
ジオがある。 に回転させて得られる電気を意識

■ 児童にもたせたい意識

▲ 火力，水力，風力発電などは知っ
ているが，モーターを回転させて電
流を作っていることはあまり分から
ない。

▲ 乾電池，光電池は以前に学習した
ので知っている。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 身の回りの様々なところで使
われている電気は，どのように
つくられているでしょうか。電
源(電気をもらっている所)を考
えながら話し合いましょう。

自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程１／15】



６年 ９ - 6 -

▼ 発電所ではどのようにして電気を させたい。
つくっているのだろう。

● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ 手回し発電機のハンドルを回転
させることによって電気がつくら

▼ どちらも豆電球が光っているので れることに気付かせる。
電流が流れている。 □ 手回し発電機を回すと，どうし

▼ 回転させると電気ができるんだ。 て電気が流れるのか疑問をもたせ
る。

□ 手回し発電機の中にモーターが
あることが分かるように，透明な

▼ 回転させている時だけ，電気がで
きるのかな。 物を使う。

○ 児童の考えを整理させる。

問題 モーターを回すと，自分で電気をつくることができるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 手回し発電機を回すと，中のモー
● モーターを回 ターも回ったので…
すと，自分で電
気をつくること
ができるかどう
かを考え，仮説 ▼ 回すと電気ができる懐中電灯やラ ○ これまでの生活体験や提示した
をノートに記入 ジオの中にも，モーターが入って 事象などを根拠にして，仮説を立
する。 い るのだろう。 てさせる。

観察，実験の
方法を考える
● モーターを回
すと，自分で電
気をつくること ○ 実験の方法を考えさせることで
ができるかどう 実験の必要感をもたせ，意欲的に
かを調べる実験 ▼ モーターの軸にプロペラを付けて 取り組ませる。
方法を考える。 回す。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ 教科書P150を参考にして考えさ
▼ 手で回すモーターにもう一つのモ せる。
ーターをつないで，そのモーター

が 回れば電気ができたことになる

□ 児童が考えた方法を実現できる
ように準備する。

■ モーターを回すと，自分で電気を
つくることができるだろう。

◎ モーターを回すと電気ができ
るのかどうか，仮説を立て，理
由も考えてノートに書きましょ
う。 主体的な問題解決

◎ 工夫点１(事象Ａ，Ｂを見せて)
ＡとＢを比べて，何が同じで何
が違いますか。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

■ 手回し発電機は，どのような仕組
みで電気をつくっているのだろうか。

■ 手回し発電機の中に，モータのよ
うなものが見える。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

Ａ Ｂ

同じ ・ 豆電球の明かりがついている

ところ ・ 回路に電流が流れている

違う 電源 乾電池 手回し発電機
ところ 豆電球 回路を切らなけ 回転をやめると

れば消えない 消える

◎ 問題について調べる方法を，
ポイントを確認しながら考えて
いきましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

主体的な問題解決

２ モーターの軸に棒をこすりつけて
回す。

２ モーターの軸にゴム管をつけてこ
すりつける。

３ 豆電球に明かりがつくかどうかを
見る。

３ 検流計や電流計をつないで，針が
振れるかどうかを見る。

１ モーターの軸を直接回し，つない
だ豆電球の明かりがつくかどうかを
調べる。

・ 検流計や電流計をつないで，針が
振れるかどうかを調べる。

◎ 次の時間に実験で確かめまし
ょう。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程１／15】



６年 ９ - 7 -

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P150 １月上旬～２月中旬 本時２／15

《本時のねらい》

モーターを回すと，自分で電気をつくることができるかどうかを調べ，結果を記録し，考察す
る。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 モーターを回すと，自分で電気をつくることができるのだろうか。

観察，実験を行う ▼ 手で回すモーターに，しっかり豆
● モーターを回 電球（もう一つのモーター）を接続
すと，自分で電 しよう。
気をつくること
ができるかどう
かを調べる実験 ○ 実験の視点を明確にさせる。
を行う。 □ モーターの軸を回転させる方法

は，できるだけ児童が考えた方法
▼ モーターの軸を回している時だけ で行わせる。
電気ができているかどうかも観察し □ 回転が足りないグループには，
よう。 教科書P150やポイント集に載って

いる方法でやってみるように助言
する。 →ポイント集2011 P157

結果を整理する
● 実験結果をノ
ートにまとめ，
グループで確認
し合う。 ▼ 電流計の針が振れた。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

▼ モーターの軸の回転が速いほど， めさせる。
豆電球が明るくついた。 □ 気付いたこともノートに記録す

▼ 回転しているときだけ豆電球がつ るよううながす。
いた。

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことをノー ▼ 電流計の針が振れたので，電気が
トに記入し，ク できたと言える。 ○ 仮説と比較して考えさせ，結論
ラス全体で確認 ▼ 私たちの考えと同じだ。 を導き出させる。
する。 ▼ なぜ，モーターを回すと電気がで

きるのだろう。

○ 次時の学習の予告をし，考えを
もたせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ モーターを回すと電気ができ
るかどうかを確かめる実験を，
グループごとに行い，結果をノ
ートに記録しましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決■ モーターの軸がより速く回るよう
に工夫しながら実験しよう。

■ 実験の結果や気付いたことを，確
実にノートに記録しよう。

■ モーターの軸を回すと，豆電球の
明かりがついた。(もう一つのモータ
ーも回った。)

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入し，発表し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間は，手回し発電機で
つくった電気が，どのような器
具で利用できるか考えてみまし
ょう。

■ モーターの軸を回すと，豆電球の
明かりがついたので，(もう一つのモ
ーターも回ったので) 電気ができた

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程２／15】
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こんなやり方もありますよ！

みやぎ理科指導ポイント集２０１１では，６年「電気とわたし

たちのくらし」の単元で活用できる実験例を紹介しています。

今回の授業案には載せていないものを紹介します。

モーターの軸を回すと電気ができるこ

とを確かめる実験を行う際，モーターの

軸にゴム製チューブ(網戸押さえ用ゴム

やつり用のゴム管が使用できる)を差し

込むと，割り箸にビニールテープを巻か

なくとも良い。チューブはホームセンタ

ーなどで購入できる。内径は軸よりも小

さくきつめのものが良い(φ0.8～1.0mm)。

網戸押さえ用であれば，店内にサンプル

品がおいてある場合が多い。

電熱線の太さに

よる発熱の仕方の

違いを調べる実験

を行う際，発泡ポ

リスチレンを使う

のではなく，デジ

タルサーモテープ

付きの電熱線を使

うと，結果が数値

で明確に分かる。

太さ0.08mm

太さ0.12mm

太さ0.23mm

モーターの軸にゴム製チューブを利用

デジタルサーモテープの利用
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」

東京書籍「新しい理科６」P151 １月上旬～２月中旬 本時３／15

《本時のねらい》

手回し発電機といろいろな器具をつないでハンドルを回し，器具の変化を調べ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

手回し発電機を使って実際に電気をつくり，いろいろな器具をつないで変化を調べることによ

って，電気が光や音，運動などに変わることに気付かせる。

身の回りの電化製品は，電気を何に変えているものかを考えさせ，日常生活の中でも，電気を

いろいろなものに変えて利用していることを実感する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 身の回りで電

気がどのように

利用されている

かを考え，話し ○ 電気はいろいろなものに利用さ

合う。 れていることを気付かせる。

▼ 乾電池で豆電球を付けたり，モー □ 豆電球，モーター，電子オルゴ

ターを回したりすることができる。 ール，電磁石などを乾電池で利用

▼ バッテリーに充電して使う，ゲー することを思い出させるために，

ム機や携帯電話なども，電気を利用 話し合いの場を設定する。

している。 □ 電気を別のものに変えて利用し

ていることに気付かせるように助

言する。

▼ コンセントから電気をもらって使

う，テレビや冷蔵庫などもある。

▼ いろいろな電気の利用について，

調べてみたい。

● 手回し発電機 ▼ これまでの学習で使ってきた，豆

でいろいろな器 電球，モーター，電子オルゴールを

具を使う実験を 使ってみよう。

行い，電気は光 ▼ 発光ダイオードも豆電球と同じよ

や音，運動など うに明かりがつくんだ。

に変えて利用さ ▼ 使う器具によってハンドルを回す

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 手回し発電機で電気をつくれ
ることを学習しました。いろい
ろな器具を手回し発電機で使う
ことができるか確かめて，結果
をノートにまとめましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 身の回りの多くの物は電気を利用
している。

■ 電気はいろいろなものに変えて利
用されている。

■ 電気は，モーターを回す発電機な
どで作ることができる

◎ 身の回りで電気は，どのよう
に利用されているでしょうか。
グループで話し合いましょう。

自然や生活との関係

▲ これまで，豆電球，モーター，電
子オルゴール，電磁石などを乾電池
で使う学習をした。

▲ 電化製品はいろいろな働きをする
ものがある。

▲ モーターを回すと，自分で電気を
作ることができる。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程３／15】



６年 ９ - 10 -

れていることを ときの手応えが違うぞ。 ○ 手回し発電機で，豆電球，モー

理解する。 ▼ 豆電球より発光ダイオードの方が ター，電子オルゴール，発光ダイ

ハンドルの手応えが小さい。 オードなどを使うことができるか

▼ 電子オルゴールは，ハンドルを反 確かめさせる。

対に回すと音が鳴らないぞ。 □ 電気が，光や音，運動などに変

▼ 発光ダイオードも，ハンドルを反 わっていることに気付かせるため

対に回すと明かりがつかないぞ。 に「電気が何に変わっているのか

▼ モーターはハンドルを反対に回す な」と問い掛ける。

と反対に回った。 □ ハンドルを速く回しすぎると，

▼ 手回し発電機のハンドルを反対に 器具が壊れる可能性があることを

回すと，電流の向きが反対になるの 話しておく。

ではないか。 □ 電子オルゴールや発光ダイオー

ドは極性があり，電流の向きが反

対だと音が出なかったり，明かり

がつかなかったりすることに気付

かせたい。

□ 手回し発電機を反対に回すと，

▼ コンセントからくる電気も，手回 モーターも反対に回ることから，

し発電機と同じように，モーターを 手回し発電機の回転方向は，電流

回してつくられているのだろうか。 の向きに関係していることに気付

かせたい。

● 日常生活の中 ▼ 電灯は，電気を光に変えている。

でも，電気をい ▼ ラジカセは，電気を音に変えてい

ろいろなものに る。

変えて利用して ▼ 扇風機は，電気を運動に変えてい

いることを実感 る。 ○ 日常生活の中でも，電気を，光，

する。 ▼ テレビやパソコンは，電気を光や 音，運動などに変えて利用してい

音に変えている。 ることに気付かせ，学んだことの

意義や有用性を実感させる。

■ 手回し発電機でつくった電気も，
乾電池や光電池と同じように使うこ
とができる。

■ 電気は，光，音，運動などに変え
て使うことができる。

◎ 身の回りの電化製品は，電気
を何に変えて利用しているのか
を考えて，ノートに書きましょ
う。 自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程３／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」

東京書籍「新しい理科６」P152～152 １月上旬～２月中旬 本時４／15

《本時のねらい》

電気のつくられ方についてまとめ，ものづくりを行って，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

実際の生活の中で電気がどのようにつくられているかを考えたり，モーターを使った発電機づ

くりに取り組ませることで，発電の仕組みに関する理解を確かなものにさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● これまでの学

習をノートにま ○ これまでの学習で分かったこと

とめ，理解する。 ▼ 手回し発電機は，モーターを手で を板書し，ノートにまとめさせ，

速く回すための道具だったんだ。 理解を確かなものにさせる。

▼ 確かに，豆電球や発光ダイオード □ 板書の内容をノートにまとめさ

は光，電子オルゴールは音，モータ せながら，感じたことや考えたこ

ーは運動に変わっている。 と，新たな疑問なども記入するよ

▼ 発電所でもモーターを回している う促す。

のだろうか。

▼ 身の回りの電化製品は，電気を何

に変えて使っているのだろうか。

● 発電機や発電 ▼ 発電機はエンジンでモータを回し

所の仕組みにつ ているんだ。

いて説明を聞 ▼ 風力発電は風，水力発電は水の力

く。 でモーターを回しているんだ。

▼ 火力発電は水を沸かした蒸気の力 ○ モーターの軸を回すと電気がで

でモーターを回しているんだ。 きる現象が，実際の生活でも使わ

れていることを理解させる。

□ 自転車の発電機や，発電所で使

われている発電機などの，写真や

図を用いて説明する。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ これまでの学習をまとめまし
ょう。

■ 電気は，発電機などでつくること
ができる。

■ 電気は，光，音，運動などに変え
て，使うことができる。

◎ 発電機や発電所でも，手回し
発電機と同じように，モーター
の軸を回すことによって電気を
つくっています。

自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程４／15】
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● モーターを使 ▼ モーターに風車を付けて，風力発

った発電機づく 電機を作ろう。

りを行う。 ▼ 水を受ける水車をつければ，水力

発電になるぞ。 ○ モーターを回すと，自分で電気

▼ やかんから出る蒸気を当てて回せ をつくることができることを活用

ば，火力発電と同じだ。 したものづくりを行い，理解を深

めさせる。

※ 発電機づくりの例 □ モーターの軸をより速く回すた

モーターを回すと電気をつくる めの工夫をするよう助言する。

ことができることを利用し，ペッ □ 風で回す場合は風力発電，水で

トボトルなどで風車をつくり，モ 回す場合は水力発電，蒸気で回す

ーターの軸に取り付けて，風を当 場合は火力発電と同じ原理である

てるとミニ風力発電機になる。 ことを意識させたい。

モーターは光電池用のものを使 □ インターネットなどで，発電機

うとよい。工作用のモーターでは の工作を検索すると，作り方が多

なかなか発電しない。 数見つかる。

→ポイント集2011 P161

◎ モーターを使って発電機を作
ってみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程４／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P153 １月上旬～２月中旬 本時５／15

《本時のねらい》

電気を蓄えて利用している道具について考え，コンデンサの働きに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ 手回し発電機と発光ダイオードをつないだ回路と，その回路にコンデンサを加えた回
路を提示し，共通点と差異点について考えさせる。

※ 事象Ａでは，手回し発電機を速く回しすぎると発光ダイオードが切れてしまうので，ゆっく
り回す。（抵抗を直列につないでもよい）

※ 事象Ｂでは，手回し発電機を回して，止めた後すぐに手回し発電機の回路を切る。そのまま
にすると手回し発電機のモーターが回り，ＬＥＤの明かりが消える可能性がある。

〈事象Ａ〉手回し発電機と発光ダイオードの回路 〈事象Ｂ〉Ａの回路にコンデンサを加えた回路

手回し発電機を回すと発光ダイオードの明か 手回し発電機を回すと発光ダイオードの明か
りがつき，止めると消える。 りがつき，止めてもすぐには消えない。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

事象Ａと事象Ｂの違いを根拠に考えさせ，手回し発電機を回していないときも発光ダイオード
の明かりがつくことから，コンデンサは電気を蓄えることができるのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。

・ コンデンサに電気を蓄えることができたかどうかを確かめる。
・ 電気が蓄えられたかどうかを確かめる方法を考える。
・ 条件や注意点について考える。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ 回路にコンデンサを加えると，
手回し発電機の回転を止めても電
流が流れることに気付かせる。

□ 事象提示の前に，コンデンサは
放電させておく。

□ 発光ダイオードには極性がある
ことを思い出させる。

□ 事象提示の前に，コンデンサは
放電させておく。極性があること

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点３(事象Ａ，Ｂを見せて)
ＡとＢを比べて，何が同じで何
が違いますか。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

▲ 手回し発電機で電気をつくり，発
光ダイオードの明かりをつけること
ができる。

▲ 充電して使う機器があることは知
っているが，コンデンサのことは知
らない

Ａ Ｂ

同じ ・ 発電機を回している間，発光ダ

ところ イオードの明かりがついている。

回路 発光ダイオードと手 Ａの他にもう一つの

違う 回し発電機の回路 器具がある

ところ 明かり 発電機を止めると消 発電機を止めてもつ

える いている

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程５／15】



６年 ９ - 14 -

▼ Ｂには，発光ダイオードの他にも にも注意して回路をつくる。
う１つ器具が付いている。 □ コンデンサの存在や，明かりが

▼ Ｂは手回し発電機の回転を止めて つき続けることとの関係に児童が
も発光ダイオードの明かりがついて 自ら気付くために，共通点と差異
いる。 点を表にまとめさせた後に，コン

デンサの説明をする。

○ コンデンサの名称を理解させる。
▼ 調べてみたい。 □ 児童がコンデンサの働きについ

て考えるきっかけにさせたい。気
付いている場合に考えを表現しや

すくなる。
○ 児童の考えを整理させる。

問題 コンデンサは，どのようなはたらきをしているのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ コンデンサがついている回路は，
● コンデンサの 手回し発電機を止めても明かりがつ
働きについて考 き続けていたので…
え，仮説をノー
トに記入する。

○ これまでの生活体験や提示した
▼ 電気を蓄えて使う器具にはコンデ 事象などを根拠にして，仮説を立
ンサが使われているのだろう。 てさせる。

観察，実験の
方法を考える
● コンデンサの
働きを調べる実
験方法を考え ○ 実験の方法を考えさせることで
る。 実験の必要感をもたせ，意欲的に

取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，

▼ 豆電球やモーター，電子オルゴー
ルにもつないでみよう。

実験方法を考えさせる。
□ 児童が考えた方法を実現できる

ように準備する。

■ コンデンサは電気を蓄える働きが
あるだろう。

◎ コンデンサの働きについて，
仮説を立て，理由も考えてノー
トに書きましょう。

主体的な問題解決

■ コンデンサはどんな働きをしてい
るのだろう。

■ 手回し発電機を止めても明かりが
つき続けることと関係がありそうだ。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ Ｂの回路にある器具は，コン
デンサといいます。

◎ 問題について調べる方法を，
ポイントを確認しながら考えて
いきましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点４(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 条件や注意する点はあります
か。

主体的な問題解決

２ 手回し発電機とコンデンサだけを
つないでハンドルを回し，その後，
コンデンサと発光ダイオードだけを
つなぐ。

３ コンデンサと発光ダイオードだけ
をつないだ回路で明かりがつくかど
うかを見る。

１ コンデンサに電気を蓄えることが
できるかどうかを調べる。

◎ 次の時間に実験で確かめまし
ょう。

４ コンデンサが発電しているかもし
れないので，何もしないで発光ダイ
オードだけをつないだ回路でも確か
めてみる。明かりがつかなければ，
発電していないと言える。

４ 手回し発電機を速く回しすぎない。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程５／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P153～154 １月上旬～２月中旬 本時６／15

《本時のねらい》

コンデンサの働きを調べる実験を行い，結果を記録し，考察する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 コンデンサは，どのようなはたらきをしているのだろうか。

観察，実験を行う ▼ 手回し発電機とコンデンサのつな
● コンデンサの ぎ方，ハンドルを回す方向に注意し
働きを調べる実 よう。
験を行う。 ▼ 発光ダイオードも，つなぎ方によ

って明かりがつく場合とつかない場
合があるので，注意しよう。 ○ 実験の視点を明確にさせる。

□ 実験前にコンデンサは放電させ
ておく。

□ コンデンサの極性に注意する。
電気を蓄える際のつなぎ方やハン
ドルを回す方向を指示する。

□ コンデンサに電気を蓄えた後，
手回し発電機の回路はすぐに切る
必要がある。そのままにすると，
コンデンサから発電機に電流が流
れる(コンデンサに蓄えられた電
気がなくなる)可能性がある。

□ コンデンサの容量や，実験方法
についてはポイント集を参考にす
る。→ポイント集2011 P159～160

結果を整理する
● 実験結果をノ
ートにまとめ，
グループで確認
し合う。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

めさせる。
□ 気付いたこともノートに記録す
るように促す。

▼ 発光ダイオードを反対につなぐと
明かりはつかなかった。

▼ 手回し発電機のハンドルを反対に
回すして，コンデンサと発光ダイオ
ードをつなぐと，明かりはつかなか
った。

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことをノー
トに記入し，ク
ラス全体で確認 ▼ 発電はしない。何もしなければ電 ○ 仮説と比較して考えさせ，結論
する。 気はたまらない。 を導き出させる。

▼ 私たちの考えと同じだ。
▼ なぜ，コンデンサには電気を蓄え
ることができるのだろう。

○ 次時の学習の予告をし，考えを
もたせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ コンデンサの働きを調べる実
験を，グループごとに行い，結
果をノートに記録しましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 手回し発電機を速く回しすぎない
ように注意しよう。

■ 実験の結果や気付いたことを，確
実にノートに記録しよう。

■ 手回し発電機とコンデンサをつな
いでハンドルを回した後，コンデン
サと発光ダイオードをつなぐと，明
かりがついた。

■ 何もしないでコンデンサと発光ダ
イオードをつなぐと，明かりはつか
なかった。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入し，発表し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間は，豆電球と発光ダ
イオードの違いについて考えて
みましょう。

■ 手回し発電機でつくった電気は，
コンデンサに蓄えることができ，蓄
えた電気を使って，発光ダイオード
の明かりがついたと言える。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程６／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P154～155 １月上旬～２月中旬 本時７／15

《本時のねらい》

豆電球や発光ダイオードについて調べ，電気を効率的に使う方法を考える。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

同じ量の電気を蓄えたコンデンサに豆電球や発光ダイオードをつないで，明かりがついている
時間を比較させ，発光ダイオードの方が豆電球より電気を効率的に使っていることに気付かせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
(問題を見いだす)
(予想や仮説をもつ)
● 発光ダイオー
ドが使われるよ
うになってきた
理由を考え，話
し合う。 ○ 発光ダイオードがいろいろなと

ころで使われてきていることに気
▼ 発光ダイオードはＬＥＤのことな 付き，なぜそのようになってきて
んだ。 いるのかを考えさせる。

▼ 最近いろいろなところでＬＥＤが □ ＬＥＤの方が身近な言葉なの
使われてきているのは，省エネだか で，発光ダイオードと同じもので
らではないか。 あることを知らせる。

▼ 調べてみたい。

(観察，実験の方法を考える) ▼ 同じ量の電気を豆電球とＬＥＤに
● 豆電球と発光 使い，明かりのついている時間を調
ダイオードのど べれば良い。
ちらが，電気を ▼ 同じ乾電池を使って消えるまでの
多く使うか調べ 時間を調べる。
る方法を考え ▼ コンデンサに同じ量の電気をため
る。 てつなぎ，消えるまでの時間を調べ ○ 豆電球とＬＥＤのどちらが，電

る。 気を多く使うか調べる方法を考え
る。

(観察，実験を行う) ▼ ＬＥＤの方が長い時間明かりがつ
(結果を整理する) いていると思う。
(考察し，結論を得る) ▼ ＬＥＤやコンデンサには＋極と－
● 豆電球と発光 極があるので，つなぐときに注意し
ダイオードのど よう。
ちらが電気を多
く使うか調べる ○ 豆電球とＬＥＤのどちらが電気
実験を行い，結 を多く使うかを確かめさせる。
果をまとめる。 □ これまでの学習を振り返り，手

回し発電機を回す方向や，ＬＥＤ，
コンデンサの極性に注意するよう

▼ だから，電球からＬＥＤに代わっ 促す。
てきているのか。

● 発光ダイオー ▼ ＬＥＤは壊れにくい。
ドの利点につい ▼ 電球の代わりにＬＥＤになってき
てまとめる。 た理由が理解できた。

▼ 身の回りでＬＥＤが利用されてい
るところを探してみよう。

○ 学習内容をまとめさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 発光ダイオードは，電気をあまり
使わないのだろうか。

◎ 最近，電球に代わって発光ダ
イオードが使われることが多く
なってきました。どうしてその
ようになってきたのでしょうか。
グループで話し合いましょう。

自然や生活との関係

▲ 手回し発電機で豆電球と発光ダイ
オードに明かりをつける実験で，豆
電球より発光ダイオードの方が，ハ
ンドルの手ごたえが小さかった。

▲ 発光ダイオードには＋極と－極が
ある。

▲ 発光ダイオードの方が，省エネだ
と聞いたことがある。

◎ 豆電球とＬＥＤを比較して，
どちらが電気を多く使うか調べ
てみましょう。どのように調べ
たら良いですか。

自然や生活との関係

◎ 教科書P154の「やってみよう」
の実験をやってみましょう。実
験結果はノートにまとめ，グル
ープで確認し合いましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 発光ダイオードの方が長い時間明
かりがついていたので，豆電球より
電気を使わないので，効率的だと言
える。

◎ (教科書のP155を読んで)ＬＥ
Ｄには様々な良いところがある
ので，電球の代わりに使われる
ようになってきました。

自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程７／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P156～157 １月上旬～２月中旬 本時８・９／15

《本時のねらい》

電気を熱に変える道具について考え，電熱線の働きに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点５ 太さの違う電熱線でろうそくを切る事象を提示し，共通点と差異点について考えさせ
る。(ろうそくは，太さが同じぐらいのものを使い，形や長さはあえて揃えない)

〈事象Ａ〉太い電熱線 〈事象Ｂ〉細い電熱線

簡単に切れる。 Ａより切れにくい。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

事象Ａと事象Ｂの違いを根拠に考えさせ，太い電熱線の方が発泡ポリスチレンが切れやすかっ
たことから，電熱線が太い方が，発熱する量が多いのではないかと考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 電気を熱に変
える器具につい
て話し合う。

▼ 電磁石をつくったとき，コイルが
熱くなっていた。

○ 電気を熱に変える器具について
興味をもたせる。

□ ５年生「電流がうみ出す力」で
コイルに電流を流したときに，コ

▼ 電気を熱に変えるものが，中に入 イルが熱くなったことを思い出す
っているのではないか。 よううながす。

▼ 調べてみたい。

○ 電熱線について理解させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ ドライヤー，ホットプレート，こ
たつ，電気ストーブ，アイロンなど
を使ったことがある。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 身の回りで，電気を熱に変え
ている器具にはどのようなもの
があるでしょうか。グループで
話し合いましょう。

自然や生活との関係

■ ドライヤーやホットプレートはど
のような仕組みで電気を熱に変えて
いるのだろう。

◎ ドライヤーやホットプレート
の中には，電熱線という金属の
線が入っていて，それに電流を
流すと発熱します。

自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程８・９／15】
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● 電熱線を使っ ▼ 電熱線に乾電池をつないで電流を
た道具をつく 流すと発熱するんだ。
り，電熱線に電 ▼ 発泡ポリスチレンは電熱線が発熱
流を流すと発熱 した熱で溶けるので切れるんだ。
することを実感 ▼ 電熱線の種類によってよく切れる
する。 ものと切れないものがあるぞ。

▼ やけどをしないように気を付けよ ○ 電熱線に電流を流すと発熱する
う。 ことを実感させる。

□ やけどをしないようにすること
や，換気をするように注意する。

□ いろいろな太さの電熱線を準備
し，発熱の仕方が違うことに気付
かせたい。

● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ 電熱線の種類によって，ろうそ
くの切れ方が違うことに気付かせ
る。

□ 電熱線の太さに着目させるため
▼ 電熱線が太い方が発泡ポリスチレ に，長さは同じにする。
ンがよく切れる。 □ 実験方法を考えさせる際に，条

件制御の必要性を感じさせるため
に，Ａ，Ｂのろうそくの形はあえ
てそろえない。

▼ 発泡ポリスチレンは熱で溶けて切
れるのだから，熱くなれば切れる時
間が短くなるのではないか。 ○ 児童の考えを整理させる。

問題 電熱線の太さによって，発熱のしかたはどのように変わるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 電熱線が太い方が，ろうそくが切
● 電熱線の太さ れやすかったので…
によって，発熱
の仕方が変わる
かどうかを考 ○ 提示した複数事象などを根拠に
え，仮説をノー して，仮説を立てさせる。
トに記入する。 ▼ 太い方がろうそくに当たる面積が

広いので切れやすくなるだろう。
▼ 細い方が鋭いので，ろうそくが切
れやすいのではないか。 ○ 次時の学習の予告をし，考えを

▼ 電熱線の太さ以外の条件を同じに もたせる。
して実験すれば分かるだろう。

■ 電熱線が太い方が，熱くなるだろ
う。

◎ 電熱線の太さによって，発熱
の仕方が変わるかどうか，仮説
を立て，理由も考えてノートに
書きましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点５(事象Ａ，Ｂを見せて)
ＡとＢを比べて，何が同じで何
が違いますか。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

■ 電熱線の太さによって，発熱のし
かたが違うのだろうか。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

Ａ Ｂ

同じ ・ 同じ長さの電熱線
ところ ・ どちらも乾電池は直列で２個

ちがう 切れるま 短い時間で切 長い時間かか
ところ での時間 れる。 って切れる。

電熱線
の太さ 太い 細い

◎ 電熱線を使ってP157のような
道具をつくり，電流を流して発
熱させ，発泡ポリスチレンを切
ってみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 次の時間に実験の方法を考え，
確かめましょう。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程８・９／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P158～160 １月上旬～２月中旬 本時10・11／15

《本時のねらい》

電熱線の働きを調べる実験の方法を考えて実験を行い，結果を記録し，考察する。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点６ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話合いながら確認させ，見
通しをもたせる。また，条件制御のポイントを明確にする。

・ 電熱線の太さによって，発熱の仕方が変わるかどうかを調べる。
・ 太さの違う２種類の電熱線を使い，電熱線の太さ以外の条件を揃えて実験する。
・ 電熱線の上に発泡ポリスチレンの板を置き，熱で切れて落ちるまでの時間を計る。
・ 誤差が出ると考えられるので同じ実験を数回行い，平均値で判断する。
・ 火傷に注意し，換気を十分に行う。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 電熱線の太さによって，発熱のしかたは変わるのだろうか。

観察，実験の
方法を考える
● 電熱線の太さ
によって，発熱
の仕方が変わる ○ 実験の方法を考えさせることで
かどうかを調べ 実験の必要感をもたせ，意欲的に
る実験方法を考 取り組ませる。
える。(10／15)

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ 条件を制御する必要があること
を十分に意識させ，じっくり時間
をかけて考えさせたい。

□ 誤差が出ることが考えられるの
で，数回実験を行い，平均値で判
断する必要があることに気付かせ
たい。

□ 火傷に注意し，換気を十分に行
う必要があることを話す。

□ 電熱線の温度変化が分かる器具

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点６(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題を調べるためには，何を
見ればよいですか。

④ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件は何です
か。

⑤ どのように記録しますか。
⑥ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

２ 太さの違う２種類の電熱線を使い，
発泡ポリスチレンを乗せて，切れて
落ちるまでの時間を調べる。

３ 発泡ポリスチレンが切れて落ちる
までの時間が長いか短いかを見る。

４＜調べる(変える)条件＞
・ 電熱線の太さ(0.2mmと0.3mm)
＜同じにする(変えない)条件＞
・ 電池の数(１個)
・ 電熱線の長さ(６cm)
・ 発泡ポリスチレンの大きさと形

(同じ厚さで１辺２cmの正方形)

５ 電熱線が十分温まってから，何度
か実験を行い，平均を求める。

・ 分かりやすく表に記録する。

１ 電熱線の太さによって，発熱の仕
方が変わるかどうかを調べる。

１回目(秒) ２回目(秒) ３回目(秒) 平均(秒)

細い電熱線

(0.2mm)

太い電熱線

(0.3mm)

６ 火傷に注意し，換気を十分に行う
必要が亜ある。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程10・11／15】
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▼ 熱で溶けるものであれば他のもの があれば代用しても良い。実験方
でもできる。(ろうそく) 法についてはポイント集を参考に

する。 →ポイント集2011 P161

観察，実験を行う ▼ 教科書P158～159の図を参考にし
● 電熱線の太さ て実験装置を間違いなく準備しよ
によって，発熱 う。
の仕方が変わる
かどうかを調べ
る実験を行う。 ○ 実験の視点を明確にさせる。

(11／15) □ 条件の制御について確認し，注
意が必要な点を確認させるため
に，実験の手順を演示する。
・ 電熱線の太さ以外の条件を同じに

する。

□ 火傷に注意し，十分に換気する
よう指示する。

結果を整理する
● 実験結果をノ
ートにまとめ，
グループで確認
し合う。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

めさせる。

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことをノー
トに記入する。

▼ 電熱線の太さが同じで長さが違う ○ 仮説と比較して考えさせ，結論
場合はどうなるだろうか。 を導き出させる。

▼ 電池の数を増やして直列につない □ 太い電熱線の方が，抵抗が小さ
だら，発熱の量は多くなるだろうか。 いので，同じ電圧(乾電池１個)で

は，太い方が電流が多く流れ，発
熱量も多くなる。

◎ 電熱線の実験をグループごと
に行い，結果をノートに記録し
ましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決
■ 変える条件と変えない条件に注意
しながら実験し，手順を間違えない
ようにしよう。

■ 結果を正確に記録しよう。
■ 火傷に注意し，換気を十分に行お
う。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

■ 太い電熱線の方が，発泡ポリスチ
レンが切れて落ちるまでの時間の平
均が短かった。

１回目(秒) ２回目(秒) ３回目(秒) 平均(秒)

細い電熱線

(0.2mm) １０ ９ １１ １０

太い電熱線

(0.3mm) ６ ７ ５ ６

■ 太い電熱線の方が，熱くなると言
える。

■ 電熱線の太さを変えて電流を流す
と，発熱の仕方が変わると言える。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程10・11／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」

東京書籍「新しい理科６」P161～161 １月上旬～２月中旬 本時12・13／15

《本時のねらい》

電気の性質を利用したおもちゃを作り，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

これまでの学習を生かしたものづくりを行わせ，日常生活での活用に目を向けさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● これまでの学

習を生かしたも

のづくりを行

う。

▼ 手回し発電機を使ってつくった電 ○ これまでの学習を活用したもの

気を利用する，ロープウェイを作ろ づくりを行い，理解を深めさせる。

う。 □ 手回し発電機，モーターを使っ

た発電，コンデンサ，電熱線のい

ずれかを必ず採り入れた設計案を

立てるように指示する。

▼ コンデンサを電池の代わりに使っ □ 本単元で学習したことの中で，

て，たまった電気を利用して走る自 何を生かしたものづくりなのかを

動車や電灯，扇風機を作ろう。 説明してから作り始めるように指

示する。

□ 教科書P161やポイント集を参考

にしておもちゃづくりに取り組ま

▼ 電熱線を利用して，発泡ポリスチ せる。 →ポイント2011 集P161

レンカッターを作ろう。

▼ ２つ以上を組み合わせて作ること

もできるぞ。

▼ インターネットなどで調べてみよ

う。

● ものづくりで

作った作品の工

夫したことなど

を発表する。 ○ クラス全体で考えを共有するこ

とで，学習を振り返り，考えを広

げさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ これまでに学習した電気のつ
くられ方，利用の仕方，蓄え方，
電気の性質などを利用した，お
もちゃを作ってみましょう。
具体的な体験 自然や生活との関係

■ 自分の設計したおもちゃは，この
単元で勉強した○○を使った作品だ
ということを説明できた。

■ 友達の発表を聞いて，参考になっ
たし，理解できた。

◎ おもちゃを作る活動で，工夫
したことや発見したことを発表
しましょう。 自然や生活との関係

■ この単元で学習したことをしっか
り考えてつくろう。

■ 手回し発電機で電気をつくれるこ
とを使って…

■ コンデンサで電気を蓄えられるこ
とを使って…

■ 電熱線に電流を流すと発熱するこ
とを使って…

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程12・13／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P162～165 １月上旬～２月中旬 本時14・15／15

《本時のねらい》

いろいろな発電の仕組みや電気の利用について調べ，学習のまとめをして，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

発電の仕組みや電気の利用，省エネルギーなどについて調べる活動を行わせ，日常生活での活
用に目を向けさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ 火力発電，水力発電，風力発電な
● 発電や電気の どは，どれも大きなモーターを回転
利用について調 させる力で電気を作り，送電線を使
べる。 って各家庭に電気を送っている。

▼ 火力発電には石油や石炭が使われ
ており，資源に限りがあることや，
二酸化炭素をだして温暖化の原因に
なっているのではないかということ
が問題になっている。 ○ これまでの学習を活用して，発

▼ 太陽光発電は，４年生の時に勉強 電や電気の利用，省エネルギーな
した光電池に太陽の光を当てて発電 どについて調べさせ，理解を深め
している。 させる。

▼ コンデンサは，手回し発電機付き □ 本単元では，回転による発電，
の懐中電灯やラジオなどに使われて コンデンサ，電熱線について学習
いて，ハンドルを回した後，コンデ しているので，それらに関係する
ンサに電気をためて使うことができ ものから調べるように指示する。
る。 □ 現在の発電方法や，電気の利用

▼ ハイブリッド自動車や電気自動車 についての問題点や，将来の在り
のバッテリーにもコンデンサが使用 方などについて，考えてみるよう
されたものがあり，たくさん電気を 助言する。
ためることができるコンデンサの開 □ 発電所で作った電気は，送電の
発，実用化が期待されている。 途中で消費していることを紹介す

▼ 電熱線を利用したものは，ドライ る。
ヤー，ホットプレート，こたつ，電
気ストーブ，アイロンなどたくさん
ある。電気を多く消費することが弱
点だ。

▼ 電気は光，音，運動，熱などに変
えていろいろなところで利用されて
いる。

□ 省エネルギーについて，自分な
りの考えをもたせたい。

● 本単元の学習
を振り返り，ま
とめる。

○ 発電の仕組みや電気の利用の仕
方，省エネルギーなどについての
既習事項を確認させ，知識の定着
を図り，理解を深めさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ いろいろな発電の仕組みや，
電気をどのように変えて利用し
ているか，省エネルギーなどに
ついて，本やインターネットな
どを使って調べ，ノートにまと
めてみましょう。

自然や生活との関係

■ 発電の仕組みや，コンデンサを使
った充電，電熱線の発熱などについ
て理解できた。

■ 環境を考えた発電方法や，効率の
良い電気の利用について，考えてい
きたい。

◎ 教科書P162～165を使って，こ
れまでの学習を振り返りましょ
う。

(例)
手回し発電機を２つつなぎ，片

方を回すと，もう片方もモーター
が回り，ハンドルが回る。
しかし，10回回しても，もう片

方は７～８回しか回らない。これ
は，電気が送られるときに使われ
るからである。(音や熱エネルギ
ーに変わって出ていく)

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程14・15／15】
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